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はじめに

•対象読者（ixページ）
•表記法（ixページ）
•関連資料（xiページ）
•マニュアルに関するフィードバック（xiページ）
•マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート（xiiページ）

対象読者
このマニュアルは、Cisco UCS Directorまたは を使用し、以下の少なくとも 1つの分野におい
て責任と専門知識を持つデータセンター管理者を主に対象としています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

•仮想化および仮想マシン

表記法

説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、イタ
リック体（italic）で示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイ

ンタイトルは、ボールド体（bold）で示しています。

GUI要素

マニュアルのタイトルは、イタリック体（italic）で示しています。マニュアルのタイトル
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説明テキストのタイプ

テキストベースのユーザインターフェイスでは、システムによって

表示されるテキストは、courierフォントで示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、courier
フォントで示しています。

システム出力

CLIコマンドのキーワードは、ボールド体（this font）で示していま
す。

CLIコマンド内の変数は、イタリック体（this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで
囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、
縦棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示してい

ます。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲ん

で示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、
コメント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
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「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger.You are in a situation that could cause bodily injury.Before you work
on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with standard
practices for preventing accidents.Use the statement number provided at the end of each warning to locate
its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料

Cisco UCS Directorドキュメンテーションロードマップ

Cisco UCS Directorの資料の詳細なリストについては、次の URLにある『Cisco UCS Director
DocumentationRoadmap』を参照してください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

すべての Bシリーズマニュアルの完全なリストについては、
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-docで入手可能な『Cisco UCS B-Series Servers
Documentation Roadmap』を参照してください。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers
Documentation Roadmap』を参照してください。

『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』には Cisco UCSManagerおよび Cisco UCS
Centralのドキュメントのリンクが含まれています。『Cisco UCS C-Series Servers Documentation
Roadmap』には Cisco Integrated Management Controllerのドキュメントへのリンクが含まれてい
ます。

（注）

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点が

ございましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご
協力をよろしくお願いいたします。
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マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
ドキュメントの入手、CiscoBugSearchTool（BST）の使用、サービス要求の送信、追加情報の
収集の詳細については、『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。

新しく作成された、または改訂されたシスコのテクニカルコンテンツをお手元で直接受け取る

には、『What'sNew inCiscoProductDocumentation』RSSフィードをご購読ください。RSSフィー
ドは無料のサービスです。
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第 1 章

このリリースの新規情報および変更情報

この章の内容は、次のとおりです。

•このリリースの新規および変更情報（1ページ）

このリリースの新規および変更情報
次の表は、この最新リリースに関するマニュアルでの主な変更点の概要を示したものです。こ

の表は、このマニュアルに加えられた変更やこのリリースの新しい機能をすべて網羅するもの

ではありません。

表 1 : Cisco UCS Directorリリース 6.6の新機能と変更された動作

参照先説明機能

論理インターフェイスの管理論理インターフェイス値およ

び既存の LIFのステータスを
変更できます。

NetAppアカウントに追加され
るLIF変更およびステータス
の変更
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第 2 章

概要

この章の内容は、次のとおりです。

• NetAppデータストレージシステムについて（3ページ）
• NetAppアカウント（3ページ）

NetAppデータストレージシステムについて
ファブリック接続ストレージ（FAS）システムやNearStoreシステムなどのNetAppストレージ
システムは、データアクセス用のマルチプロトコル環境をサポートするネットワークアタッチ

ドストレージ（NAS）とストレージエリアネットワーク（SAN）の両方のストレージデバイ
スとして機能します。このようなデバイスは、ユニファイドストレージデバイス（USD）と
呼ばれています。

NetAppユニファイドストレージシステムはマルチプロトコルデータアクセスをサポートしま
す。また、ファイバチャネル、Internet Small Computer System Interface（iSCSI）SAN、および
NASデバイスとして同時に設定できます。NetAppストレージシステムは、集約、ボリュー
ム、論理ユニット番号（LUN）、Qtreeなどのストレージオブジェクトをサポートし、NetApp
ストレージシステムのさまざまなコンポーネントのモニタと管理を可能にする Data ONTAP
API、SNMP、SMI-Sエージェントなどのオープンインターフェイスを提供します。

NetAppオープンインターフェイスはユニファイドストレージの容量管理に使用されます。こ
のインターフェイスは、複数のプロトコルがサポートされ、複数のオブジェクトが管理されて

いる場合に NetAppストレージシステムの容量管理を容易にします。NetAppストレージシス
テムは、2つの主要プロトコル（ネットワークファイルシステム（NFS）と Common Internet
File System（CIFS））を通してデータをファイルとしてエクスポートします。また、このスト
レージシステムはファイバチャネルプロトコル（FCP）または iSCSIを通してデータをブロッ
クとしてエクスポートし、SAN接続ディスクアレイとして動作します。

詳細については、NetAppのマニュアルを参照してください。

NetAppアカウント
Cisco UCS Directorは、次のタイプの NetAppアカウントをサポートします。

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
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NetApp OnCommand

OnCommandは、現在と過去のアクティビティに関するグローバルおよび詳細ステータスレ
ポートにアクセスして、ネットワーク内の全NetAppアプライアンス（ファイラとNetCacheア
プライアンス）を管理し、モニタします。Cisco UCS Directorは、NetAppアカウントのすべて
のストレージ要素（集約、RAIDグループ、ディスク、ボリューム、LUN、Qtreeなど）を検出
します。通常、検出プロセスは約 5分、または [システムのタスク（System Tasks）]で設定し
た時間内に完了します。

NetApp Data ONTAP

Data ONTAPは、NetAppファイラが使用するオペレーティングシステムです。Data ONTAPに
は 2つのモードがあります。

•クラスタモード：グローバル名前空間（GNS）を共有する接続されたNetAppストレージ
コントローラ（ノード）のグループで構成されるアーキテクチャです。物理 NetAppスト
レージコントローラには、ディスクシェルフ、ネットワークインターフェイスカード

（NIC）、およびフラッシュカードを接続できます。これらのコンポーネントによって作
成される物理リソースプールは、データアクセスを提供する論理クラスタとして仮想化

されます。Cisco UCS Directorによって物理機器が抽象化され、論理リソースに仮想化さ
れることで、データ運用を中断せずに移行できます。クラスタ管理者は、クラスタ全体と

クラスタ内の SVMを管理できます。

•ストレージ仮想マシン（SVM）：SVM（旧称：Vserver）は、複数のプロトコルとユニファ
イドストレージをサポートするセキュアな仮想ストレージサーバです。各SVMはクライ
アントおよびホストアクセスプロトコル（iSCSIなど）に設定されます。各 SVMには少
なくとも 1つのボリュームと、少なくとも 1つの論理インターフェイスが含まれていま
す。SVMは、ストレージシステムと同じように、物理ストレージまたはコントローラに
関係なくクライアントにデータアクセスを提供します。

クラスタ管理者が割り当てる権限と機能に応じて、SVM管理者は SVMとそのリソース
（ボリューム、プロトコル、サービスなど）を管理できます。

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
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第 3 章

NetAppアカウントの管理

この章の内容は、次のとおりです。

• NetAppストレージシステム管理（5ページ）
• Podの追加（6ページ）
• NetAppアカウントの追加（7ページ）
• NetAppアカウントへの接続のテスト（9ページ）
• NetAppアカウントの検出の検証（10ページ）
• Cisco UCS Directorへの SVMの追加に関する要件（10ページ）
• Cisco UCS Directorに SVMを追加直接する（11ページ）

NetAppストレージシステム管理
Cisco UCS Directorは NetAppストレージインフラストラクチャをサポートします。Cisco UCS
Directorは、ノード、SVM、IPスペース、集約、SnapMirrorなどのすべての NetAppファイラ
コンポーネントを自動検出およびモニタリングし、完全な可視性を実現します。

たとえば、システムが FASと AFFのうちのどちらなのかを調べるために、管理対象 NetApp
ストレージシステムのモデルを表示できます。[モデル（Model）]および [ストレージアレイ
タイプ（Storage Array Type）]の情報は、複数の NetAppレポート（クラスタサマリーレポー
ト、ノードレポート、ノードサマリーレポートなど）に表示されます。

（注）

CiscoUCSDirectorのレポートでは、すべてのNetAppストレージシステムを表示して識別でき
ます。たとえば、特定のNetAppストレージシステムのレポートには、その管理対象システム
の名前、タイプ、サーバ IPアドレス、バージョン、モデル、およびストレージアレイタイプ
に関する情報が表示されます。

NetAppストレージシステムを管理するには、ポッドを追加し、そのポッド内に NetAppアカ
ウントを作成する必要があります。
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Podの追加
ポッドとは、コンピューティング用のHPアカウントやストレージ用のNetApp ONTAPアカウ
ントなど、1つ以上の物理アカウントまたは仮想アカウントが存在する物理コンポーネントお
よび仮想コンポーネントの論理グループです。一般的に、ポッドは、FlexPod、Vblock、VSPEX
など、単一の統合インフラストラクチャスタックを表します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。

ステップ 2 [物理アカウント（Physical Accounts）]ページで [ポッド（Pods）]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 [PODの追加（Add POD）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

Podの記述名です。[Name]フィールド

追加するポッドのタイプを選択します。サポートされている次の

タイプのいずれかになります。

• [VersaStack]

• [仮想 SANポッド（Virtual SAN Pod）]

• [ExpressPodミディアム（ExpressPod Medium）]

• [FlexPod]

• [ExpressPodスモール（ExpressPod Small）]

• [VSPEX]

• HyperFlex

• Generic

• [Vblock]

汎用ポッドには特定のポッドライセンスは必要ありません。一般

Podには任意のタイプの物理コンポーネントまたは仮想コンポーネ
ントを追加できます。汎用タイプ以外のポッドタイプを選択する

場合は、そのポッドタイプのライセンスが必要になります。また、

汎用以外のポッドタイプは、特定の物理コンポーネントと仮想コ

ンポーネントにのみ対応しています。ポッドライセンスの詳細に

ついては、『Cisco UCS Director Install and Upgrade Guides』を参照
してください。

[Type]ドロップダウンリスト

Podを追加するサイトを選択します。環境にサイトがない場合は、
このステップを省略できます。

[サイト（Site）]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

（任意）Podの説明です。[Description]フィールド

Podの物理ロケーションです。たとえば、このフィールドにはPod
の市区町村、またはその他の内部的な識別子を入力します。

[Address]フィールド

統合チェックビューにポッドを表示しない場合は、このチェック

ボックスをオンにしてそのポッドを非表示にします。Podからアカ
ウントの追加または削除は引き続き実行できます。

たとえば、このチェックボックスを使用して、物理要素や仮想要

素の存在しないポッドが統合チェックビューに表示されないよう

にすることができます。

[PODを非表示（Hide Pod）]チェック
ボックス

ステップ 5 [Add]をクリックします。

次のタスク

Podにアカウントを 1つ以上追加します。

NetAppアカウントの追加

始める前に

• Cisco UCS Directorでは、NetAppデバイスの検出に Transport Layer Security（TLS）プロト
コルが使用されます。NetAppデバイスで、options tls.enable onコマンドを入力し
て [TLS]オプションを [オン（ON）]に設定します。この設定により、Cisco UCS Director
は NetAppアカウントを検出できます。

•デフォルトポッドを使用しない場合は、この NetAppアカウント用のポッドを作成しま
す。

• Cisco UCSDirectorのファイラ管理を使用するには、手動でONTAPファイラの集約を設定
します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。

ステップ 2 [物理アカウント（PhysicalAccounts）]ページで [物理アカウント（PhysicalAccounts）]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

アカウントが属する Podを選択します。選択できるポッドタイプ
は、[デフォルトポッド（Default Pod）]、[Flex]、および [汎用
（Generic）]です。

[POD]ドロップダウンリスト

[ストレージ（Storage）]を選択します。これはアカウントのインフ
ラストラクチャタイプです。

[Category]ドロップダウンリスト

アカウントに使用する次のいずれかのアカウントタイプを選択し

ます。

• [NetApp ONTAP]

• [NetApp OnCommand]

[アカウントタイプ（Account Type）]
ドロップダウンリスト

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 2番目の [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

アカウントに割り当てる一意の名前です。[Account Name]フィールド

NetAppサーバの IPアドレスです。クラスタ設定では仮想 IPアド
レスになります。SVMアカウントの場合、SVMの IPアドレスに
なります。

[Server Address]フィールド

手動でユーザ名とパスワードの情報を入力する代わりに、このアカ

ウントのクレデンシャルポリシーを使用する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[Use Credential Policy]チェックボック
ス

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential Policy）]チェック
ボックスをオンにした場合は、このドロップダウンリストから使

用するクレデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合にのみ表示されます。

[Credential Policy]ドロップダウンリ
スト

アカウントが NetAppサーバへのアクセスに使用するユーザ名で
す。このユーザ名は、NetAppサーバの有効なアカウントである必
要があります。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ユーザID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[Password]フィールド
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説明名前

アカウントに使用する次のいずれかの通信タイプを選択します。

• http

• https

[通信タイプ（TransportType）]ドロッ
プダウンリスト

NetAppアカウントへのアクセスに使用するポートです。[Port]フィールド

タイムアウトするまでに Cisco UCS Directorが NetAppデバイスへ
の接続の確立を待機する時間（秒単位）の長さ。

有効値の範囲は、0～ 1800です。フィールドの値を空または 0に
すると、タイムアウト時間は無期限になります。

[接続タイムアウト（秒）（Connection
Time Out (Seconds)）]フィールド

（任意）アカウントの説明です。[Description]フィールド

（オプション）管理者またはアカウント責任者への連絡に使用でき

る電子メールアドレスです。

[Contact Email]フィールド

（オプション）アカウントの場所です（該当する場合）。[Location]フィールド

（任意）該当する場合は、アカウントに関連付けられるサービス

プロバイダー名です。

[サービスプロバイダー（Service
Provider）]フィールド

ステップ 7 [Add]をクリックします。

CiscoUCSDirectorによってNetAppストレージシステムへの接続がテストされます。テストが
成功すると、NetAppアカウントが追加され、アカウントに関連付けられたストレージシステ
ムのすべてのインフラストラクチャ要素（サーバの情報、スロット、プロセッサ、メモリ、

NICなど）が検出されます。この検出プロセスとインベントリ収集サイクルの完了には数分か
かります。

[管理（Administration）] > [システム（System）]の [システムのタスク（System Tasks）]で設
定したポーリング間隔によって、インベントリ収集の頻度が決まります。ポーリング間隔の設

定について、詳しくは『Cisco UCS Director Network Devices Management Guide』を参照してく
ださい。

NetAppアカウントへの接続のテスト
ポッドにアカウントを追加したら、接続をテストできます。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。

ステップ 2 [物理アカウント（PhysicalAccounts）]ページで [物理アカウント（PhysicalAccounts）]をクリックします。

ステップ 3 接続をテストするアカウントを選択します。
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ステップ 4 [Test Connection]をクリックします。

ステップ 5 接続テストが完了したら、[閉じる（Close）]をクリックします。

次のタスク

接続に失敗する場合は、ユーザ名やパスワードなど、アカウントの設定を確認してください。

これらの項目が正しい場合は、ネットワーク接続に問題がないかどうかを確認してください。

NetAppアカウントの検出の検証
Cisco UCS DirectorにNetAppアカウントを追加したら、アカウントが正しく追加され、その関
連データが収集されていることを検証できます。自動検出とデータの入力が完了するまでに数

分かかる場合があります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページで、検証する NetAppアカウントを含むポッドを選択します。

左列のツリー構造は、[サイト（Sites）]、[未割り当てのポッド（UnassignedPods）]、[マルチドメ
インマネージャ（Multi-Domain Managers）]のノードを一覧表示します。いずれかの [サイト
（Sites）]ノードを展開すると、そのサイトノードのすべてのポッドが表示されます。[未割り当
てのポッド（UnassignedPods）]ノードを展開すると、どのサイトにも割り当てられていないすべ
てのポッドが表示されます。[マルチドメインマネージャ（Multi-Domain Managers）]ノードを展
開すると、Cisco UCS Directorに追加したすべてのマルチドメインマネージャアカウントタイプ
が表示されます。

（注）

ステップ 3 [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 検証するアカウントの行をクリックして [詳細の表示（View Details）]をクリックします。

Cisco UCS Directorに、ONTAPと OnCommandの両方のアカウントタイプについて、ファイラレベルで
NetAppサーバのコンポーネントが表示されます。ファイラのコンポーネントを表示するには、フィルタを
選択し、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

Cisco UCS Directorへの SVMの追加に関する要件
SVMをプロビジョニングすると、その後SVMを直接CiscoUCSDirectorに追加できます。SVM
を追加する前に、次の要件を考慮してください。

•ユーザアカウント：デフォルトの vsadminアカウントまたは SVMで作成した任意のユー
ザアカウントを使用します。デフォルトの vsadminアカウントを使用するには、vsadmin
アカウントのロックを解除してパスワードを入力します。
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•アクセス：選択したユーザアカウントのontapiアプリケーションへのアクセスを有効にし
ます。また、Cisco UCS Directorが SVMで必要な読み取りおよび書き込みアクションを実
行できるように、ユーザアカウントに対して vsadminロールを指定します。

次に、SVMの追加に必要なロールとアクセスレベルの例を示します。
a05-cluster::> security login show -SVM Goldfinger -username vsuser

SVM: Goldfinger

UserName Application Authentication Method Role Name Acct
Locked
------- ------------ --------------------- ---------
-----------
mynewuser ontapi password vsadmin no

•管理 LIF：管理 LIFを SVMに関連付けます。LIFタイプを [データ（data）]、データプロ
トコルを [なし（none）]に設定します。

Cisco UCS Directorに SVMを追加直接する

ステップ 1 [管理（Administration）] > [物理アカウント（Physical Accounts）]を選択します。

ステップ 2 [物理アカウント（PhysicalAccounts）]ページで [物理アカウント（PhysicalAccounts）]をクリックします。

ステップ 3 [Add]をクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

[デフォルトポッド（Default Pod）]を選択します。[POD]ドロップダウンリスト

[ストレージ（Storage）]を選択します。これはアカウントのインフ
ラストラクチャタイプです。

[Category]ドロップダウンリスト

[NetApp ONTAP]アカウントを選択します。[アカウントタイプ（Account Type）]
ドロップダウンリスト

ステップ 5 [Submit]をクリックします。`

ステップ 6 2番目の [アカウントの追加（Add Account）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

アカウントに割り当てる一意の名前です。[Account Name]フィールド

SVMの IPアドレスです。[Server Address]フィールド
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説明名前

手動でユーザ名とパスワードの情報を入力する代わりに、このアカ

ウントのクレデンシャルポリシーを使用する場合は、このチェッ

クボックスをオンにします。

[クレデンシャルポリシーの使用（Use
Credential Policy）]

チェックボックス

[クレデンシャルポリシーの使用（Use Credential Policy）]チェック
ボックスをオンにした場合は、このドロップダウンリストから使

用するクレデンシャルポリシーを選択します。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合にのみ表示されます。

[Credential Policy]ドロップダウンリ
スト

アカウントが NetAppサーバへのアクセスに使用するユーザ名で
す。このユーザ名は、NetAppサーバの有効なアカウントである必
要があります。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[ユーザID（User ID）]フィールド

ユーザ名に関連付けられたパスワードです。

このフィールドは、クレデンシャルポリシーの使用を選択した場

合には表示されません。

[Password]フィールド

アカウントに使用する次のいずれかの通信タイプを選択します。

• http

• https

[通信タイプ（TransportType）]ドロッ
プダウンリスト

NetAppアカウントへのアクセスに使用するポートです。[Port]フィールド

タイムアウトするまでに Cisco UCS Directorが NetAppデバイスへ
の接続の確立を待機する時間（秒単位）の長さ。

有効値の範囲は、0～ 1800です。フィールドの値を空または 0に
すると、タイムアウト時間は無期限になります。

[接続タイムアウト（秒）（Connection
Time Out (Seconds)）]フィールド

（任意）アカウントの説明です。[Description]フィールド

（オプション）管理者またはアカウント責任者への連絡に使用でき

る電子メールアドレスです。

[Contact Email]フィールド

（オプション）アカウントの場所です（該当する場合）。[Location]フィールド

（任意）該当する場合は、アカウントに関連付けられるサービス

プロバイダー名です。

[サービスプロバイダー（Service
Provider）]フィールド

ステップ 7 [Add]をクリックします。
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第 4 章

OnCommandアカウントのモニタリングと
レポート作成

この章の内容は、次のとおりです。

• OnCommandアカウントのモニタリングとレポート作成について（13ページ）
•ディスクについて（14ページ）
•ファイラの管理（15ページ）
•仮想マシンの管理（15ページ）
• VLANの作成（19ページ）
• IPスペースの管理（20ページ）
• vFilerの管理（22ページ）
•集約の管理（28ページ）
•イニシエータグループの管理（29ページ）
•イニシエータの管理（31ページ）
• LUNの管理（32ページ）
•ボリュームの管理（34ページ）
• SnapMirror関係の管理（38ページ）
• QTreeの管理とクォータの作成（42ページ）

OnCommandアカウントのモニタリングとレポート作成に
ついて

Cisco UCS Directorに、NetApp ONTAPアカウントを管理する NetApp OnCommandアカウント
内のすべてのマネージドコンポーネントと検出済みコンポーネントが表示されます。これらの

コンポーネントはハードウェアまたはソフトウェアです。また、コンポーネントを追加した

り、コンポーネントをセットアップしたり、検出または追加されたコンポーネントごとのレ

ポートを表示したりすることもできます。
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モニタリングできるコンポーネント

NetApp OnCommandアカウント内のコンポーネントを以下に示します。

•ファイラ

• VM

•集約

•ボリューム

• Qtree

•クォータ

• LUN

•ディスク

•イニシエータグループ

•イニシエータ

•ライセンス

• SnapMirror

• vFiler

• IPスペース

•インターフェイス

• FCアダプタ

• NFSエクスポート

• CIFS共有

ディスクについて
ディスクは集約内にまとめてグループ分けされます。集約はそれに関連付けられたボリューム

にストレージを提供します。

[ディスク（Disks）]をクリックすると、そのアカウントで使用可能なすべてのディスクが表示
されます。ディスクの行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、ディ
スクの概要の詳細が表示されます。
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ファイラの管理
NetAppファブリック接続ストレージ（FAS）とも呼ばれる NetAppファイラは、エンタープラ
イズクラスのストレージエリアネットワーク（SAN）内だけでなく、ネットワークで接続さ
れたストレージアプライアンス内でも機能します。また、NFS、CIFS、FTP、TFTP、HTTPな
どのファイルベースのプロトコルを使用できます。ファイラは、ファイバチャネル（FC）、
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）、iSCSIなどのブロックベースのプロトコルを介してデー
タを供給することもできます。NetAppファイラは、大規模ディスクアレイに物理ストレージ
を実装します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

仮想マシンの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [VM（VMs）]をクリックします。

VMを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

VMの要約とサービス要求詳細を表示します。詳細の表示

VMのスタックビューを表示します。[スタックビュー（Stack View）]
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説明Action

VMのクレデンシャルを表示します。

VMの作成中にアクセス許可が付与された
場合は、特定のグループ/管理者ユーザの
詳細が表示されます。アクセスが提供され

なかった場合は、「アクセスが拒否されま

した（Access denied）」というメッセージ
が表示されます。

（注）

[VMクレデンシャルにアクセス（Access VM
Credentials）]

次のアクセススキームのいずれかを通してVMクラ
イアントを起動します。

• Web Access

•リモートデスクトップ

• VMRCコンソール

VMの作成時にアクセスの起動も定義でき
ます。権限が付与された場合は、上記オプ

ションのいずれかを使用してVMを起動で
きます。

（注）

Launch VM Client
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説明Action

ユーザグループとユーザに VMを割り当てます。

ユーザグループとユーザにVMを割り当てるには、
次のフィールドに値を入力します。

• [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

• [ユーザグループ（User Group）]ドロップダウ
ンリスト：VMを割り当てるユーザグループを
選択します。

仮想データセンター（VDC）が有効に
なっているグループだけを選択できま

す。

（注）

• [ユーザに割り当て（Assign toUsers）]チェック
ボックス：ユーザにVMを割り当てる場合に、
このチェックボックスをオンにします。[ユー
ザに割り当て（Assign to Users）]チェックボッ
クスをオンにすると表示される[ユーザ（User）]
ドロップダウンリストからユーザを選択しま

す。

• [vDC]ドロップダウンリスト：リストから vDC
を選択します。

• [カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト：
VMを分類する必要のあるカテゴリを選択しま
す。

• [VMユーザラベル（VM User Label）]フィール
ド：VMユーザのラベル。

• [プロビジョニング時間の設定（Set Provision
Time）]チェックボックス：VMをプロビジョ
ニングする必要のある時間を設定する場合に、

このチェックボックスをオンにします。[プロ
ビジョニング時間の設定（Set Provision Time）]
チェックボックスをオンにすると表示される

[プロビジョニング日時（Provision Date/Time）]
フィールドで日付と時刻を設定します。

• [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

[VMの割り当て（Assign VM）]

VMを設定するためのリース時間を設定します。[リース時間の設定（Configure Lease Time）]
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説明Action

VMのサイズを変更します。

VMのサイズを変更するには、次のフィールドに値
を入力します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [現在の割り当てCPU（Current Allocated CPU）]
フィールド：表示専用。VMに割り当てられた
CPUの現在のサイズ。

3. [現在の割り当てメモリ(GB)（Current Allocated
Memory (GB)）]フィールド：表示専用。VMの
現在の割り当てメモリ。

4. [新しいCPU数（NewCPUCount）]ドロップダウ
ンリスト：VMの新しい CPUサイズを選択しま
す。

5. [新しいメモリ（NewMemory）]ドロップダウン
リスト：VMの新しいメモリサイズを選択しま
す。

Resize VM

VMをオンにします。

VMをオンにするには、次のフィールドに値を入力
します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [タスク（Task）]フィールド：表示専用。VM
に適用されるタスク。

3. [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

4. [アクションのスケジュール設定（Schedule
Action）]ペイン：[今すぐ実行（ExecuteNow）]
または [あとで実行（Execute Later）]を選択し
て、今すぐまたはあとで VMをオンにします。

VMをオンにしたら、VMレベルインベン
トリ収集を実行して、更新された IPアド
レスを取得します。

（注）

Power ON
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説明Action

VMをオフにします。

VMをオフにするには、次のフィールドに値を入力
します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [タスク（Task）]フィールド：表示専用。VM
に適用されるタスク。

3. [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

4. [アクションのスケジュール設定（Schedule
Action）]ペイン：[今すぐ実行（ExecuteNow）]
または [あとで実行（Execute Later）]を選択し
て、今すぐまたはあとで VMをオフにします。

Power OFF

VLANの作成
1つのレイヤ 2ネットワークを分割して、パケットが 1つ以上のルータを経由してその間しか
通過できないように相互に分離された複数のブロードキャストドメインを作成できます。この

ドメインは VLANと呼ばれます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [Interfaces]をクリックします。

ステップ 8 [VLANの作成（Create VLAN）]をクリックします。

ステップ 9 [VLANの作成（Create VLAN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

物理インターフェイスとインターフェイスグループの両方が表示

されたインターフェイスのリストからネットワークインターフェ

イスを選択します。

[インターフェイスを選択（Select
Interface）]ドロップダウンリスト
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説明名前

VLANの ID。

VLAN IDは 0～ 4094の範囲にする必要があります。（注）

[vLAN ID]フィールド

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 11 VLANをクリックして、次のアクションを実行します。

説明名前

VLANのサービス要求詳細を表示します。[詳細の表示（View Details）]ドロッ
プダウンリスト

確認後に、選択された VLANを削除します。[削除（Delete）]フィールド

次のタスク

IPスペースによって、ファイラユニットが参加可能な個別の IPアドレス空間が定義される
VLANに IPスペースを割り当てます。

IPスペースの管理
IPスペースは vFilerユニットが参加可能な個別の IPアドレス空間を定義します。IPスペース
に対して定義された IPアドレスは、その IPスペースにしか適用できません。IPスペースごと
に個別のルーティングテーブルが維持されます。IPスペース横断トラフィックはルーティン
グされません。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [IPスペース（IP Spaces）]タブをクリックします。

IPスペースを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

ファイラで IPスペースを作成します。Create

IPスペースのサービス要求詳細を表示します。詳細の表示
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説明Action

確認後に、選択された IPスペースを削除します。削除

VLANに IPスペースを割り当てます。Assign

IPスペースの作成
VLANインターフェイスがファイラに追加されていることを確認します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [IPスペース（IP Spaces）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [IPスペース名（IP Space Name）]フィールドに IPスペース名を入力します。

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

次のタスク

VLANに IPスペースを割り当てます。

VLANインターフェイスへの IPスペースの割り当て

始める前に

VLANインターフェイスがファイラに追加されていることを確認します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 7 [IPスペース（IP Spaces）]をクリックします。

ステップ 8 VLANインターフェイスを割り当てる IPスペースの行をクリックします。

ステップ 9 [Assign]をクリックします。

[vLANへの IPスペースの割り当て（Assign IP Space to a vLAN）]画面が表示されます。

ステップ 10 [VLANインターフェイスの選択（Select VLAN Interface）]ドロップダウンリストから、VLANインター
フェイスを選択します。

ステップ 11 [Assign]をクリックします。

vFilerの管理
vFilerは、物理コントローラ内で個別の仮想ファイラインスタンスを作成する ONTAP 7モー
ド仮想コンテナです。vFilerを使用すれば、単一のストレージシステムのストレージとネット
ワークリソースを分割することによって、ネットワーク上の複数のストレージシステムとし

て表示できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [vFiler（vFilers）]をクリックします。

vFilerを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントで vFilerを作成しま
す。

Create

vFilerをセットアップします。セットアップ

CIFSサーバを vFiler用にセットアップします。[CIFSの設定（Setup CIFS）]

vFiler用に設定されたCIFSサービスを停止します。[CIFSの停止（Stop CIFS）]

vFilerを削除します。削除
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説明Action

vFilerのストレージ要約を表示します。次のvfilerコ
ンポーネントに関する詳細については、ウィンドウ

でタブをクリックします。

• VM

•ボリューム

• LUN

• Qtree

•クォータ

•イニシエータグループ

•イニシエータ

• SnapMirror

• NFSエクスポート

• CIFS共有

•サービスリクエストの詳細

[サービスリクエストの詳細（Service
RequestDetails）]タブは、サービス要求の
一部になっているファイラのすべてのコン

ポーネントで使用できます。このタブに表

示されるコンポーネントは、集約、ボ

リューム、LUN、IPスペース、イニシエー
タグループ、vFiler、OnCommandデータ
セット、および OnCommandグループで
す。[サービスリクエストの詳細（Service
RequestDetails）]タブには、選択されたス
トレージデバイスまたはコンポーネント

の状態を変更したサービス要求の IDと変
更内容が表示されます。実行されたワーク

フロー内のタスクに含まれるストレージ

デバイスまたはコンポーネントはサービス

要求の IDに基づいて追跡されます。

（注）

詳細の表示

グループに vFilerを割り当てます。[グループ割り当て（Assign Group）]

vFilerにホストを追加します。ホストの追加
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説明Action

vFilerにタグを追加したり、割り当てられたタグを
編集したり、vFilerグループからタグを削除したり
します。

タグの作成時にタグ付け可能なエンティ

ティと一緒に物理ストレージやネットワー

クデバイスとして割り当てられたタグが

表示されます。タブライブラリの詳細に

ついては、『Cisco UCS Director
Administration Guide』を参照してくださ
い。

（注）

[タグの管理（Manage Tag）]

vFilerにタグを追加します。

タグの作成時にタグ付け可能なエンティ

ティと一緒に物理ストレージやネットワー

クデバイスとして割り当てられたタグが

表示されます。タブライブラリの詳細に

ついては、『Cisco UCS Director
Administration Guide』を参照してくださ
い。

（注）

[タグの追加（Add Tags）]

vFilerからタグを削除します。

タグの作成時にタグ付け可能なエンティ

ティと一緒に物理ストレージやネットワー

クデバイスとして割り当てられたタグが

表示されます。タブライブラリの詳細に

ついては、『Cisco UCS Director
Administration Guide』を参照してくださ
い。

（注）

[タグの削除（Delete Tags）]

vFilerの作成

始める前に

IPスペースを作成して VLANに割り当てます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [vFilerの作成（Create vFiler）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vfilerで複数の IPアドレス空間（ipspace）の設定を制御する IPス
ペースを選択します。

[IPスペース名の選択（Select IP Space
Name）]ドロップダウンリスト

この vFilerに割り当てる一意の名前。[vFiler名（vFiler Name）]フィールド

vFilerの IPアドレス。[IP Address]フィールド

ストレージユニットを選択します。[ストレージユニットの選択（Select
Storage Unit）]フィールド

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

vFilerのセットアップ

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 vfilerをクリックし、[セットアップ（Setup）]をクリックします。

ステップ 9 [vFilerのセットアップ（Setup vFiler）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vFilerのルートパスワード。[ルートパスワード（RootPassword）]
フィールド

vFilerのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

VLANインターフェイスを選択します。[InterfaceName]ドロップダウンリス
ト

VLAN ID。[VLAN ID]フィールド
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説明名前

[選択（Select）]をクリックし、vFilerでサポートされるプロトコ
ルのいずれかまたはすべてを選択します。

• NFS

• CIFS

• iSCSI

[プロトコル（Protocols）]フィール
ド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

vFiler用の CIFSサーバのセットアップ

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 vfilerをクリックし、[CIFSの設定（Setup CIFS）]をクリックします。

ステップ 9 [CIFSの設定（Setup CIFS）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

認証スタイルとして [Active Directory]を選択します。認証スタイ
ルによって、クライアントが CIFSサーバに接続するときに認証
される方式が決まります。

[認証（Authentication）]ドロップダ
ウンリスト

セキュリティスタイルとして、[NTFS]または [マルチプロトコル
（Multiprotocol）]を選択します。セキュリティスタイルによっ
て、CIFSサービスがマルチプロトコルアクセスをサポートする
かどうかが決まります。

[セキュリティスタイル（Security
Style）]ドロップダウンリスト

CIFSサーバが参加するドメインの名前。これは cifsdomainや
cifs.domain.comなどのNetBIOSまたは完全修飾ドメイン名にする
ことができます。

[DNSドメイン名（DNS Domain
Name）]フィールド

[DNSドメイン名（DNS Domain Name）]フィールドで指定された
ドメインに CIFSサーバを追加することができるドメインユーザ
の名前。

[ログインユーザ（Login User）]
フィールド
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説明名前

ログインユーザのパスワード。[ログインパスワード（Login
Password）]フィールド

CIFSサービスがメンバーになる組織単位の識別名。デフォルト
で、ファイラは「CN=Computers」組織単位に参加します。

[Organization Unit]フィールド

CIFSサービスがメンバーになるサイトの名前。[サイト名（Site Name）]フィールド

vFilerのルートパスワード。[vFilerルートパスワード（vFiler Root
Password）]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
この設定が完了すると、CIFSサービスが自動的に開始します。CIFSサービスを停止するには、[CIFSの
停止（Stop CIFS）]をクリックします。

グループへの vFilerの割り当て

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 グループを割り当てる vFilerをクリックし、[グループ割り当て（Assign Group）]をクリックします。

ステップ 9 [グループの選択（Select Group）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

ユーザに vFilerを割り当てるには、このチェックボックスをオン
にします。[ユーザに割り当て（Assign to Users）]チェックボッ
クスをオンにすると表示される [ユーザ（User）]ドロップダウン
リストから、vFilerを割り当てる必要のあるユーザを選択します。

[Assign to Users]チェックボックス

vFilerを割り当てる必要のあるグループを選択します。[Name]ドロップダウンリスト

割り当てるグループのラベル。[ラベル（Label）]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
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集約の管理
集約は、RAIDレベルミラーリングを利用するかどうかによって、1プレックスまたは2プレッ
クスのコレクションになります。プレックスは、1つ以上のファイルシステムボリュームにス
トレージを提供する 1つ以上の RAIDグループのコレクションです。集約がミラー化されてい
ない場合は、単一のプレックスで構成されます。

集約はプレックスと RAIDグループを管理するために使用されます。これは、これらのエン
ティティが集約の一部としてしか存在しないためです。既存のRAIDグループにディスクを追
加することによって、または、新しいRAIDグループを追加することによって、集約内の使用
可能なスペースを増やすことができます。集約にディスクを追加した後、ディスクを取り外し

て記憶域を削減するには、集約を削除する必要があります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [集約（Aggregates）]をクリックします。

集約を選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントで集約を作成しま
す。

Create

既存の集約を削除します。削除

集約をオンライン状態に移行します。Online

集約をオフライン状態に移行します。Offline

集約にディスクを追加します。ディスクの追加

集約にタグを追加したり、割り当てられたタグを編

集したり、集約グループからタグを削除したりしま

す。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの管理（Manage Tag）]
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説明Action

集約にタグを追加します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの追加（Add Tags）]

集約からタグを削除します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの削除（Delete Tags）]

イニシエータグループの管理
イニシエータグループ（igroup）はLUNにアクセス可能なイニシエータを示します。ストレー
ジシステム上のLUNをイニシエータグループにマップすると、そのグループ内のすべてのイ
ニシエータにその LUNへのアクセスが許可されます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

イニシエータグループを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントでイニシエータグ
ループを作成します。

Create

選択されたイニシエータグループのサービス要求詳

細を表示します。

詳細の表示

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
29

OnCommandアカウントのモニタリングとレポート作成

イニシエータグループの管理

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html


説明Action

イニシエータグループを削除します。削除

非対称論理ユニットアクセス（ALUA）プロトコル
を有効にして、ストレージシステムとホスト間の最

適なパスを識別できるようにします。

[ALUA]

イニシエータグループの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このイニシエータグループに割り当てる一意の名前。[イニシエータグループ名（Initiator
Group Name）]

次のいずれかとしてイニシエータグループのタイプを選択しま

す。

• iSCSI

• FCP

[グループタイプ（Group Type）]ド
ロップダウンリスト

グループ内のイニシエータの OSタイプを選択します。[OSタイプ（OS Type）]ドロップダ
ウンリスト

新しく作成された igroupにバインドする現在のポートセットの名
前。

[ポートセット（Portset）]フィール
ド

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。
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イニシエータの管理
NetApp SAN環境では、ホストがイニシエータで、ストレージアプライアンスが LUNと呼ば
れるストレージターゲットデバイスを備えたターゲットです。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

次のアクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントにイニシエータを追
加します。

Create

イニシエータを選択すると、[削除（Delete）]オプションが表示されます。[削除（Delete）]オプションは
イニシエータを削除するために使用します。

イニシエータの作成

イニシエータは、イニシエータグループの一部です。イニシエータグループにイニシエータ

を追加できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータの作成（Create Initiator）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

イニシエータを追加するイニシエータグループを選択します。[イニシエータグループ名（Initiator
Group Name）]ドロップダウンリス
ト

このイニシエータに割り当てる一意の名前。[Initiator Name]フィールド

イニシエータを強制的に追加する場合に、このチェックボックス

をオンにします。

[Force]チェックボックス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

LUNの管理
論理ユニット番号（LUN）は、ファイバチャネルや iSCSIなどの SCSIプロトコルまたは同様
のプロトコルによってアドレス指定されるデバイスである論理ユニットを識別するために使用

されます。LUNは、ストレージエリアネットワーク（SAN）経由で共有されたブロックスト
レージアレイの管理で中心的役割を果たします。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [LUN（LUNs）]をクリックします。

LUNを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントで LUNを作成しま
す。

Create

LUNの要約とサービス要求詳細を表示します。詳細の表示

データストアへの LUNの接続を表示します。Cisco
UCS Directorは、4種類の表示モード（[階層
（Hierarchical）]、[同心（Concentric）]、[円形
（Circular）]、および [強制の実行（Force
Directed）]）を提供します。選択した表示モードに
応じて、項目のスペース設定、距離、半径、厳密

性、および強制距離を調整できます。

[接続の表示（View Connectivity）]

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
32

OnCommandアカウントのモニタリングとレポート作成

LUNの管理



説明Action

LUNをオンラインまたはオフライン状態に移行しま
す。

On/Off

LUNを既存のイニシエータグループの 1つにマッ
プします。[イニシエータグループ（InitiatorGroup）]
ドロップダウンリストから iGroupを選択します。
LUN IDを指定する場合は、[LUN IDの指定（Specify
LUN ID）]チェックボックスをオンにします。指定
しなかった場合は、LUN IDが自動的に生成されま
す。

[iGroupのマッピング（Map iGroup）]

確認後に、選択された LUNから iGroupをマップ解
除します。

[iGroupのマップ解除（Unmap iGroup）]

LUNのサイズを変更します。

LUNのサイズを変更するには、次のフィールドに値
を入力します。

1. [LUN名（LUNName）]フィールド：表示専用。
LUNの名前

2. [現在のLUNサイズ（Current LUN Size）]フィー
ルド：表示専用。LUNの現在のサイズ。

3. [新しいサイズ（New Size）]フィールド：LUN
の必要なサイズ。

4. [サイズの単位（Size Units）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]から LUNのサ
イズを選択します。

[サイズ変更（Resize）]

LUNの名前を変更します。移動

別の宛先内の LUNを複製します。Clone

LUN IDを変更します。[IDの変更（Modify ID）]

LUNを削除します。削除

LUNの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
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ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [LUN（LUNs）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [LUNの作成（Create LUN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LUNを追加するボリュームを選択します。[ボリュームの選択（SelectVolume）]ドロップダウ
ンリスト

LUNの名前[LUN名（LUN Name）]フィールド

作成する LUNのサイズ。[LUNサイズ（LUN Size）]フィールド

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[サイズの単位（SizeUnit）]ドロップダウンリスト

リストから OSタイプを選択します。[OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリスト

デフォルトで、LUNに予約スペースが割り当てら
れます。スペース使用率を手動で管理し、スペース

を予約せずに LUNを作成する場合に、このチェッ
クボックスをオンにします。

[容量予約（Space Reserve）]チェックボックス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

ボリュームの管理
ボリュームは、NFSマウントを介して UNIXホストにまたは CIFS共有を介してWindowsホス
トにエクスポートするときに構造がユーザに認識される論理ファイルシステムです。ボリュー

ムは最も包括的な論理コンテナです。ファイルとディレクトリ、Qtree、および LUNを保存で
きます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。
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ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ボリュームを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp OnCommandアカウントでボリュームを作成
します。

Create

ボリュームの要約を表示します。次のボリュームコ

ンポーネントに関する詳細については、ウィンドウ

でタブをクリックします。

• Qtree

• LUN

• Snapshot

•サービスリクエストの詳細

詳細の表示

ボリュームを削除します。削除

既存のボリュームのサイズを変更します。

ボリュームのサイズを変更するには、次のフィール

ドに値を入力します。

1. [新しいサイズ（New Size）]フィールド：ボ
リュームの必要なサイズ。

2. [サイズの単位（Size Units）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]からボリュー
ムのサイズを選択します。

3. [ファイルシステムサイズの固定（File System
Size Fixed）]チェックボックス：ファイルシス
テムサイズを固定する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[サイズ変更（Resize）]

ボリュームをオフライン状態に移行します。Offline

ボリュームをオンライン状態に移行します。Online

ボリュームのデータ重複除去を有効にします。[重複除去オン（Dedup On）]

ボリュームのデータ重複除去を無効にします。[重複除去オフ（Dedup Off）]
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説明Action

NFSを介してボリュームをファイルとしてエクス
ポートします。

ボリュームをエクスポートするには、次のフィール

ドに値を入力します。

1. [エクスポートパス（Export Path）]フィールド：
UNIX環境でボリュームをマウントすべきパス。

2. [読み取り/書き込みホスト（Read-Write Hosts）]
フィールド：ボリュームへの読み取り/書き込み
アクセス権が付与されたホストのカンマ区切り

リスト。

3. [ルートホスト（Root Hosts）]フィールド：ボ
リュームへのルートアクセス権が付与されたホ

ストのカンマ区切りリスト。

4. [セキュリティ（Security）]ドロップダウンリス
ト：このエクスポートに適用可能なセキュリティ

を選択します。

5. [NFSエクスポートルールの持続（Persists NFS
Export Rule）]チェックボックス：NFSエクス
ポートルールを維持する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[NFSエクスポート（NFS Export）]

ボリュームのスナップショットを作成します。

ボリュームのスナップショットを作成するには、次

のフィールドに値を入力します。

1. [スナップショット名（Snapshot Name）]フィー
ルド：スナップショットの名前。

2. [有効なLUN複製スナップショットである（Is
Valid LUNClone Snapshot）]チェックボックス：
LUNクローンのすべてのバックアップスナップ
ショットがロックされるように snapvaultからス
ナップショットの作成が要求された場合に、こ

のチェックボックスをオンにします。

3. [非同期（Async）]チェックボックス：スナッ
プショットを非同期に作成する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

Snapshot
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説明Action

ボリュームに割り当てられたスナップショット領域

のサイズを変更します。ボリューム内部の領域は、

ボリューム上で取得されたスナップショットに対し

てパーセンテージで定義できます。

1. [新しいパーセンテージ(%)（New Percentage
(%)）]：スナップショット用に予約するボリュー
ム領域のパーセンテージ。

[スナップショットのサイズ変更（ResizeSnapshot）]

ボリュームの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [フレキシブルボリュームの作成（Create FlexibleVolume）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ボリュームを作成する集約を選択する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[集約（Aggregate）]ペイン

ボリュームで使用されるボリューム保証のタイプと

して次のいずれかを選択します。

• [音量（Volume）]

•ファイル

•なし

[容量保証（SpaceGuarantee）]ドロップダウンリス
ト

ボリュームの名前。[ボリューム名（Volume Name）]フィールド

作成するボリュームのサイズ。[ボリュームサイズ（Volume Size）]フィールド

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[サイズの単位（SizeUnit）]ドロップダウンリスト
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説明名前

ボリュームによって使用されるパーセンテージ単位

のスナップショットサイズ。

[スナップショットのサイズ（SnapshotSize）]フィー
ルド

セキュリティスタイルをNTFSに設定する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

[セキュリティスタイルNTFS（SecurityStyleNTFS）]
チェックボックス

NFSエクスポートパスを自動的に作成する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

[NFSエクスポート（NFSExport）]チェックボック
ス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

SnapMirror関係の管理
NetApp SnapMirrorソフトウェアは、エンタープライズレベルのディザスタリカバリおよび
データ配信ソリューションです。SnapMirrorは LANまたはWAN接続経由で 1つ以上のネッ
トワークファイラに高速でデータをミラーリングします。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

次のアクションが表示されます。

説明名前

新しい接続をセットアップしたり、既存の接続を変

更したりします。

[接続の作成（Create Connection）]

SnapMirror接続を削除します。[接続の削除（Delete Connection）]

送信先ボリュームにリモートファイラ（送信元ファ

イラ）へのアクセスを提供します。

Remote Access

SnapMirrorスケジュールを作成します。スケジュール

SnapMirrorをオンにします。Enable

SnapMirrorをオフにします。Disable
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SnapMirrorを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

SnapMirrorインベントリを実行します。インベントリ

ステータス履歴を表示し、インベントリを編集、削

除、またはスケジュールに基づいて実行できるよう

にします。

詳細の表示

SnapMirrorを初期化します。SnapMirror関係を初期
化すると、次のアクションが表示されます。

• [休止（Quiesce）]：宛先への転送を一時停止し
ます。

• [中断（Break）]：SnapMirrorされた関係を解消
します。処理が正当かどうかまたは処理が成功

したかどうかをチェックすることはできませ

ん。結果は、インベントリがこのタスクで収集

されたあとに更新されます。

• [更新（Update）]：SnapMirror関係を更新しま
す。

Initialize

SnapMirrorを削除します。削除

SnapMirror関係の設定

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

ステップ 8 [接続の作成（Create Connection）]をクリックします。

ステップ 9 [設定（Configure）]画面で、次のフィールドに入力します。
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説明名前

接続を変更する接続名を選択します。新しい接続を

作成するには、[新しい接続（NewConnection）]を
選択します。

[接続名（Connection Name）]ドロップダウンリス
ト

新しい接続を設定する場合は、このフィールドに接

続の名前を入力します。

[新しい接続名（New Connection Name）]フィール
ド

モードのタイプとして次のいずれかを選択します。

•マルチ

•フェールオーバー

マルチモードでは、最初のアドレスペア

が接続パスを提供します。フェールオー

バーモードでは、最初のアドレスペアが

優先接続パスを提供します。

（注）

[Mode]ドロップダウンリスト

[アドレスペア1（Address Pair 1）]および [アドレ
スペア2（Address Pair 2）]エリア内のファイラ名
または IPアドレスの形式の送信元アドレス。

[ソースアドレス（Source Address）]フィールド

[アドレスペア1（Address Pair 1）]および [アドレ
スペア2（Address Pair 2）]エリア内のファイラ名
または IPアドレスの形式の送信元アドレス。

[接続先アドレス（Destination Address）]フィール
ド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

SnapMirrorのスケジューリング

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

ステップ 8 [Schedules]をクリックします。

ステップ 9 [スケジュール（Schedules）]画面で次の手順を実行します。

a) [スケジュール（Schedules）]ペインで [追加（Add）]アイコンをクリックします。
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b) [スケジュールへのエントリの追加（Add Entry to Schedule）]画面で、次のフィールドに値を入力し
ます。

説明名前

[選択（Select）]をクリックし、設定するスケ
ジュールのソースロケーションを選択します。

[ソースロケーション（Source Location）]フィー
ルド

次のオプションのいずれかを選択して、現在の

ファイラまたは vfiler内の既存のボリュームまた
は新しいボリュームを選択します。

• [既存の宛先（Existing Destination）]

• [新しい宛先（New Destination）]

[オプションの選択（Select Option）]ドロップダ
ウンボックス

宛先ロケーションを選択します。[宛先ロケーション（DestinationLocation）]ドロッ
プダウンボックス

スケジュールを設定する分。可能な値は次のとお

りです。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1
分と一致する、（1,3）= 1分または 3分と一致す
る、および（*） =可能なすべての有効値と一致
する。

[Minutes]フィールド

スケジュールを設定する時間。可能な値は次のと

おりです。（-） =どれとも一致しない、（1） =
1時間と一致する、（1,3） = 1時間または 3時間
と一致する、および（*） =可能なすべての有効
値と一致する。

[Hours]フィールド

スケジュールを設定する日付。可能な値は次のと

おりです。（-） =どれとも一致しない、（1） =
1日と一致する、（1,3） = 1日または 3日と一致
する、（2-5） = 2、3、4、5日と一致する、およ
び（*） =可能なすべての有効値と一致する。

[日付（Days of Month）]フィールド

スケジュールを設定する曜日。0は日曜日を表
し、6は土曜日を表します。可能な値は次のとお
りです。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1
（月曜日）と一致する、（1,3）=1（月曜日）ま
たは 3（水曜日）と一致する、（2-5） = 2、3、
4、5（火曜日～金曜日）と一致する、および（*）
=可能なすべての有効値と一致する。

[曜日（Days of Week）]フィールド

最大転送速度（KB/秒）。[最大転送率(KB)（Max Transfer Rate (KB)）]
フィールド

c) [Submit]をクリックします。`
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ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

QTreeの管理とクォータの作成
QTreeはパーティションの概念に似ています。また、サイズを制限するためにクォータを適用
可能なボリュームのサブセットを作成します。特殊なケースとして、QTreeをボリューム全体
にすることができます。いつでも QTreeのサイズを変更できることから、QTreeはパーティ
ションよりも柔軟です。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [Qtree（Qtrees）]をクリックします。

QTreeを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

QTreeを削除します。削除
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説明Action

QTreeでクォータを作成します。

1. [クォータの作成（Create Quota）]ウィンドウ
で、次のフィールドに値を入力します。

• [ディスク容量のハード制限(GB)（DiskSpace
Hard Limit (GB)）]フィールド：GB単位の
最大ディスク容量値。

• [ディスク容量のソフト制限(GB)（DiskSpace
Soft Limit (GB)）]フィールド：GB単位のソ
フト制限ディスク容量値。

• [ファイルのハード制限（Files Hard Limit）]
フィールド：クォータ内の最大ファイル数。

• [ファイルのソフト制限（Files Soft Limit）]
フィールド：クォータ内のファイル数に対

するソフト制限。

• [しきい値(GB)（Threshold (GB)）]フィール
ド：GB単位のしきい値制限ディスク容量
値。

• [クォータタイプ（QuotaType）]ドロップダ
ウンリスト：ドロップダウンリストから [ツ
リー（Tree）]を選択します。

2. [作成（Create）]をクリックします。

[クォータの作成（Create Quota）]

QTreeの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp OnCommandアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 管理するファイラの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 QTreeを作成するボリュームを選択します。
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ステップ 9 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [QTreeの作成（Create QTree）]を選
択します。

ステップ 10 [QTreeの作成（Create QTree）]画面で、次の手順を実行します。

a) 選択したボリューム名が、[ボリューム名（Volume Name）]フィールドに表示されます。
b) [Qtree名（QTree Name）]フィールドに、QTreeの名前を入力します。

ステップ 11 [作成（Create）]をクリックします。
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第 5 章

ONTAPアカウントのモニタリングとレポー
ト作成

この章の内容は、次のとおりです。

• ONTAPアカウントのモニタリングとレポート作成について（45ページ）
•ディスクについて（46ページ）
•ファイラの管理（47ページ）
•仮想マシンの管理（47ページ）
•インターフェイスの管理（51ページ）
• IPスペースの管理（52ページ）
• vFilerの管理（53ページ）
•集約の管理（57ページ）
•イニシエータグループの管理（60ページ）
• LUNの管理（62ページ）
•ボリュームの管理（64ページ）
• SnapMirror関係の管理（70ページ）
• SnapVault関係の管理（74ページ）
• QTreeの管理とクォータの作成（76ページ）
•システムタスクの管理（78ページ）

ONTAPアカウントのモニタリングとレポート作成につい
て

Cisco UCSDirectorに、ONTAPアカウントのそれぞれに含まれるすべてのマネージドコンポー
ネントが表示されます。これらのコンポーネントはハードウェアまたはソフトウェアです。ま

た、コンポーネントを追加したり、コンポーネントをセットアップしたり、検出または追加さ

れたコンポーネントごとのレポートを表示したりすることもできます。
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モニタリングできるコンポーネント

各コンポーネントをモニタして、それらの作成、削除、変更などのタスクを実行できます。次

のコンポーネントが ONTAPアカウントでモニタされます。

•集約

•ボリューム

• QTree

•クォータ

• VM

• LUN

•ディスク

•イニシエータグループ

•イニシエータ

•ライセンス

• SnapMirror

• SnapVault

• vFiler

• IPスペース

•インターフェイス

• FCアダプタ

• NFSエクスポート

• CIFS共有

ディスクについて
ディスクは集約内にまとめてグループ分けされます。集約はそれに関連付けられたボリューム

にストレージを提供します。

[ディスク（Disks）]をクリックすると、そのアカウントで使用可能なすべてのディスクが表示
されます。ディスクの行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、ディ
スクの概要の詳細が表示されます。
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ファイラの管理
NetAppファイラは、ファイルシステムを所有して管理し、ネットワーク経由でファイルとディ
レクトリを提供する一種のディスクストレージデバイスです。DataONTAPという名前のオペ
レーティングシステムが使用されます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックすると、次のアクションが使用可能になります。

説明Action

選択したコンポーネントの現在のステータスに関する情報を表示し

ます。

詳細の表示

過去に保存した永続的なコンフィギュレーションと新しく生成され

た永続的なコンフィギュレーションの間で検出された変更の数を表

示します。

[ネットワーク設定の持続（Persist
Network Configuration）]

ホストアドレス解決のためにリモートシステムの IPアドレスと名
前を更新できるようにします。

ホストの追加

仮想マシンの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [VM（VMs）]をクリックします。

VMを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

VMの要約とサービス要求詳細を表示します。詳細の表示

VMのスタックビューを表示します。[スタックビュー（Stack View）]

VMのクレデンシャルを表示します。[VMクレデンシャルにアクセス（Access VM
Credentials）]

次のアクセススキームのいずれかを通してVMクラ
イアントを起動します。

• Web Access

•リモートデスクトップ

• VMRCコンソール

Launch VM Client
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説明Action

ユーザグループとユーザに VMを割り当てます。

ユーザグループとユーザにVMを割り当てるには、
次のフィールドに値を入力します。

• [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

• [ユーザグループ（User Group）]ドロップダウ
ンリスト：VMを割り当てるユーザグループを
選択します。

仮想データセンター（VDC）が有効に
なっているグループだけを選択できま

す。

（注）

• [ユーザに割り当て（Assign toUsers）]チェック
ボックス：ユーザにVMを割り当てる場合に、
このチェックボックスをオンにします。[ユー
ザに割り当て（Assign to Users）]チェックボッ
クスをオンにすると表示される[ユーザ（User）]
ドロップダウンリストからユーザを選択しま

す。

• [vDC]ドロップダウンリスト：リストから vDC
を選択します。

• [カテゴリ（Category）]ドロップダウンリスト：
VMを分類する必要のあるカテゴリを選択しま
す。

• [VMユーザラベル（VM User Label）]フィール
ド：VMユーザのラベル。

• [プロビジョニング時間の設定（Set Provision
Time）]チェックボックス：VMをプロビジョ
ニングする必要のある時間を設定する場合に、

このチェックボックスをオンにします。[プロ
ビジョニング時間の設定（Set Provision Time）]
チェックボックスをオンにすると表示される

[プロビジョニング日時（Provision Date/Time）]
フィールドで日付と時刻を設定します。

• [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

[VMの割り当て（Assign VM）]

VMを設定するためのリース時間を設定します。[リース時間の設定（Configure Lease Time）]
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説明Action

VMのサイズを変更します。

VMのサイズを変更するには、次のフィールドに値
を入力します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [現在の割り当てCPU（Current Allocated CPU）]
フィールド：表示専用。VMに割り当てられた
CPUの現在のサイズ。

3. [現在の割り当てメモリ(GB)（Current Allocated
Memory (GB)）]フィールド：表示専用。VMの
現在の割り当てメモリ。

4. [新しいCPU数（NewCPUCount）]ドロップダウ
ンリスト：VMの新しい CPUサイズを選択しま
す。

5. [新しいメモリ（NewMemory）]ドロップダウン
リスト：VMの新しいメモリサイズを選択しま
す。

Resize VM

VMをオンにします。

VMをオンにするには、次のフィールドに値を入力
します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [タスク（Task）]フィールド：表示専用。VM
に適用されるタスク。

3. [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

4. [アクションのスケジュール設定（Schedule
Action）]ペイン：[今すぐ実行（ExecuteNow）]
または [あとで実行（Execute Later）]を選択し
て、今すぐまたはあとで VMをオンにします。

VMをオンにしたら、VMレベルインベン
トリ収集を実行して、更新された IPアド
レスを取得します。

（注）

Power ON
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説明Action

VMをオフにします。

VMをオフにするには、次のフィールドに値を入力
します。

1. [VM名（VM Name）]フィールド：表示専用。
VMの名前。

2. [タスク（Task）]フィールド：表示専用。VM
に適用されるタスク。

3. [コメント（Comments）]フィールド：コメント
（ある場合）。

4. [アクションのスケジュール設定（Schedule
Action）]ペイン：[今すぐ実行（ExecuteNow）]
または [あとで実行（Execute Later）]を選択し
て、今すぐまたはあとで VMをオフにします。

Power OFF

インターフェイスの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [インターフェイス（Interfaces）]をクリックします。

VLANの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。
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ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [インターフェイス（Interfaces）]をクリックします。

ステップ 8 [VLANの作成（Create VLAN）]をクリックして次の必須フィールドに値を入力します。

a) [インターフェイスを選択（Select Interface）]ドロップダウンリストで、物理インターフェイスとイン
ターフェイスグループのリストからネットワークインターフェイスを選択します。

b) [VLAN ID]フィールドに 0～ 4094の範囲の値を入力します。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

IPスペースの管理
IPスペースは vFilerユニットが参加可能な個別の IPアドレス空間を定義します。IPスペース
に対して定義された IPアドレスは、その IPスペースにしか適用できません。IPスペースごと
に個別のルーティングテーブルが維持されます。IPスペース横断トラフィックはルーティン
グされません。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [IPスペース（IP Spaces）]をクリックします。

IPスペースを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

ファイラで IPスペースを作成します。Create

IPスペースのサービス要求詳細を表示します。詳細の表示

確認後に、選択された IPスペースを削除します。削除

VLANに IPスペースを割り当てます。Assign

IPスペースの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
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ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [IPスペース（IP Spaces）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックして、[IPスペース名（IP Space Name）]フィールドに IPスペース名を入力し
ます。

ステップ 9 [作成（Create）]をクリックします。

vFilerの管理
vFilerは、物理コントローラ内で個別の仮想ファイラインスタンスを作成する ONTAP 7モー
ド仮想コンテナです。vFilerを使用すれば、単一のストレージシステムのストレージとネット
ワークリソースを分割することによって、ネットワーク上の複数のストレージシステムとし

て表示できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [vFiler（vFilers）]をクリックします。

vFilerを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp ONTAPアカウントで vFilerを作成します。Create

vFilerをセットアップします。セットアップ

CIFSサーバを vFiler用にセットアップします。[CIFSの設定（Setup CIFS）]

vFiler用に設定されたCIFSサービスを停止します。[CIFSの停止（Stop CIFS）]

vFilerを削除します。削除
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説明Action

vFilerのストレージ要約を表示します。次の vFiler
コンポーネントに関する詳細については、ウィンド

ウでタブをクリックします。

•ボリューム

• LUN

• Qtree

•クォータ

•イニシエータグループ

•イニシエータ

• SnapMirror

• NFSエクスポート

• CIFS共有

•サービスリクエストの詳細

詳細の表示

グループに vFilerを割り当てます。次のフィールド
に値を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

1. [ユーザに割り当て（AssignToUsers）]チェック
ボックス：ユーザへのリソース割り当てを許可

する場合に、このチェックボックスをオンにし

ます。

2. [グループ（Group）]ドロップダウンリスト：
vFilerを割り当てる必要のあるグループを選択し
ます。

3. [ラベル（Label）]フィールド：割り当てられた
グループのラベルを入力します。

[グループ割り当て（Assign Group）]

vFilerにホストを追加します。次のフィールドに値
を入力し、[送信（Submit）]をクリックします。

1. [ホスト IP（Host IP）]フィールド：ホスト IPア
ドレスを入力します。

2. [ホスト名（HostName）]フィールド：ホストの
名前を入力します。

ホストの追加
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vFilerの作成

始める前に

IPスペースが作成され、VLANに割り当てられていることを確認します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [vFilerの作成（Create vFiler）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vFilerで複数の IPアドレス空間（ipspace）の設定を制御する IPス
ペースを選択します。

[IPスペース名の選択（Select IP Space
Name）]ドロップダウンリスト

この vFilerに割り当てる一意の名前を入力します。[vFiler名（vFiler Name）]フィールド

vFilerの IPアドレスを入力します。[IP Address]フィールド

リストからストレージユニットを選択します。[ストレージユニットの選択（Select
Storage Unit）]ドロップダウンリス
ト

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

vFilerのセットアップ

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [vFiler（vFilers）]をクリックします。
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ステップ 8 vFilerの行をクリックし、[セットアップ（Setup）]をクリックします。

ステップ 9 [vFilerのセットアップ（Setup vFiler）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

vFilerのサブネットマスクを入力します。[Subnet Mask]フィールド

DNSドメインを入力します。[DNS Domain]フィールド

DNSサーバの IPアドレスをカンマで区切って入力します。[DNSサーバアドレス（DNS Server
Addresses）]フィールド

デフォルトゲートウェイ IPアドレスを入力します。[Default Gateway]フィールド

VLANインターフェイスを選択します。[InterfaceName]ドロップダウンリス
ト

vFilerがサポートする各プロトコルのチェックボックスをオンに
します。

• IP

• TCP

• UDP

• ICMP

[プロトコル（Protocols）]チェック
ボックス

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

vFiler用の CIFSサーバのセットアップ

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [vFiler（vFilers）]をクリックします。

ステップ 8 vFilerの行をクリックし、[CIFSの設定（Setup CIFS）]をクリックします。

ステップ 9 [CIFSの設定（Setup CIFS）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

[Active Directory]を選択します。

認証スタイルによって、クライアントが CIFSサーバに接続する
ときに認証される方式が決まります。

[認証（Authentication）]ドロップダ
ウンリスト

[NTFS]または [マルチプロトコル（Multi-Pprotocol）]を選択しま
す。

セキュリティスタイルによって、CIFSサービスがマルチプロト
コルアクセスをサポートするかどうかが決まります。

[セキュリティスタイル（Security
Style）]ドロップダウンリスト

CIFSサーバが参加するドメインの名前を入力します。

NetBIOS、または cifsdomainや cifs.domain.comなどの完全修飾ド
メイン名を使用できます。

[DNSドメイン名（DNS Domain
Name）]フィールド

[DNSドメイン名（DNSDomainName）]フィールドで指定された
ドメインに CIFSサーバを追加できるドメインユーザの名前を入
力します。

[ログインユーザ（Login User）]
フィールド

ログインユーザのパスワードを入力します。[ログインパスワード（Login
Password）]フィールド

組織単位の名前を入力します。[Organizational Unit]フィールド

CIFSサービスがメンバーになるサイトの名前を入力します。[サイト名（Site Name）]フィールド

vFilerルートユーザのパスワードを入力します。[vFilerルートパスワード（vFiler Root
Password）]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
この設定が完了すると、CIFSサービスが自動的に開始します。CIFSサービスを停止するには、[CIFSの
停止（Stop CIFS）]をクリックします。

集約の管理
集約は、RAIDレベルミラーリングを利用するかどうかによって、1プレックスまたは2プレッ
クスのコレクションになります。プレックスは、ファイルシステムボリュームにストレージ

を提供する 1つ以上の RAIDグループのコレクションです。集約がミラー化されていない場合
は、単一のプレックスで構成されます。SyncMirror機能がライセンスされ、有効になっている
場合は、Data ONTAPが、集約内の最初のプレックスに対する RAIDレベルのミラーとして機
能する 2つ目のプレックスを集約に追加します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
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ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [集約（Aggregates）]をクリックします。

集約を選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp ONTAPアカウントで集約を作成します。Create

既存の集約を削除します。削除

集約をオンライン状態に移行します。Online

集約をオフライン状態に移行します。Offline

集約にディスクを追加します。ディスクの追加

集約にタグを追加したり、割り当てられたタグを編

集したり、集約グループからタグを削除したりしま

す。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの管理（Manage Tags）]

集約にタグを追加します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの追加（Add Tags）]
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説明Action

集約からタグを削除します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの削除（Delete Tags）]

集約の作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [集約（Aggregates）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [集約の作成（Create Aggregate）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

集約の名前を入力します。[集約名（Aggregate Name）]フィールド

集約内のディスクの数を入力します。[ディスク数（Disk Count）]フィールド

選択するディスクのチェックボックスをオンにし

ます。

[ディスクリスト（Disk List）]チェックボックス

RAIDタイプを選択します。[RAIDタイプ（Raid Type）]ドロップダウンリスト

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
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イニシエータグループの管理
イニシエータグループ（igroup）は、どのホストがストレージシステム上の指定された論理ユ
ニット番号（LUN）にアクセスできるかを指定します。イニシエータグループはプロトコル
固有です。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックし
ます。

イニシエータグループを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

選択されたイニシエータグループのサービス要求詳

細を表示します。

詳細の表示

NetAppONTAPアカウントでイニシエータグループ
を作成します。

Create

イニシエータグループを削除します。削除

非対称論理ユニットアクセス（ALUA）プロトコル
を有効にして、ストレージシステムとホスト間の最

適なパスを識別できるようにします。

[ALUA]

イニシエータグループの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリック
します。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このイニシエータグループに割り当てる一意の名前を入力しま

す。

[イニシエータグループ名（Initiator
Group Name）]

イニシエータグループのタイプとして次のいずれかを選択しま

す。

• [ISCSI]

• FCP

[グループタイプ（Group Type）]ド
ロップダウンリスト

グループ内のイニシエータの OSタイプを選択します。[OSタイプ（OSType）]ドロップダ
ウンリスト

新しく作成された igroupにバインドする現在のポートセットの名
前を入力します。

[ポートセット（Portset）]フィール
ド

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

イニシエータの作成

イニシエータは、イニシエータグループの一部です。イニシエータグループにイニシエータ

を追加できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータの作成（Create Initiator）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

イニシエータを追加するイニシエータグループを選択します。[イニシエータグループ名（Initiator
Group Name）]ドロップダウンリス
ト

このイニシエータに割り当てる一意の名前を入力します。[Initiator Name]フィールド

グループにイニシエータを強制的に追加するには、このチェック

ボックスをオンにします。

[Force]チェックボックス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

LUNの管理
論理ユニット番号（LUN）は、ファイバチャネルや iSCSIなどの SCSIプロトコルまたは同様
のプロトコルによってアドレス指定されるデバイスである論理ユニットを識別するために使用

されます。LUNは、ストレージエリアネットワーク（SAN）経由で共有されたブロックスト
レージアレイの管理で中心的役割を果たします。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [LUN（LUNs）]をクリックします。

LUNを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp ONTAPアカウントで LUNを作成します。Create

LUNの要約とサービス要求詳細を表示します。詳細の表示

データストアへの LUNの接続を表示します。Cisco
UCS Directorは、4種類の表示モード（[階層
（Hierarchical）]、[同心（Concentric）]、[円形
（Circular）]、および [強制の実行（Force
Directed）]）を提供します。選択した表示モードに
応じて、項目のスペース設定、距離、半径、厳密

性、および強制距離を調整できます。

[接続の表示（View Connectivity）]
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説明Action

LUNをオンラインまたはオフライン状態に移行しま
す。

On/Off

選択された LUNから iGroupをマップ解除します。[iGroupのマップ解除（UnMap iGroup）]

LUNを既存のイニシエータグループの 1つにマッ
プします。[イニシエータグループ（InitiatorGroup）]
ドロップダウンリストから iGroupを選択します。
LUNIDを指定する場合は、[LUNIDの指定（Specify
LUN ID）]チェックボックスをオンにします。指定
しなかった場合は、LUN IDが自動的に生成されま
す。

[iGroupのマッピング（Map iGroup）]

LUNのサイズを変更します。

LUNのサイズを変更するには、次のフィールドに値
を入力します。

1. [新しいサイズ（New Size）]フィールド：LUN
の必要なサイズを入力します。

2. [サイズの単位（Size Unit）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]から LUNサイ
ズの単位を選択します。

[サイズ変更（Resize）]

新しいパスに LUNを移動します。移動

別の宛先内の LUNを複製します。Clone

LUN IDを変更します。[IDの変更（Modify ID）]

LUNを削除します。削除

LUNの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [LUN（LUNs）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [LUNの作成（Create LUN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ボリュームのリストを展開して、LUNを作成する
ボリュームを選択します。

[ボリュームの選択（Select Volume）]リスト

LUNの名前を入力します。[LUN名（LUN Name）]フィールド

作成する LUNのサイズを入力します。[LUNサイズ（LUN Size）]フィールド

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[サイズの単位（SizeUnit）]ドロップダウンリスト

リストから OSタイプを選択します。[OSタイプ（OSType）]ドロップダウンリスト

デフォルトで、LUNに予約スペースが割り当てら
れます。スペース使用率を手動で管理し、スペース

を予約せずに LUNを作成する場合に、このチェッ
クボックスをオンにします。

[容量予約（Space Reserve）]チェックボックス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

ボリュームの管理
ボリュームは、NFSマウントを介して UNIXホストにまたは CIFS共有を介してWindowsホス
トにエクスポートするときに構造がユーザに認識される論理ファイルシステムです。ボリュー

ムは最も包括的な論理コンテナです。ファイルとディレクトリ、Qtree、および LUNを保存で
きます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ボリュームを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

ボリュームコンポーネントに関する詳細など、ボ

リュームの概要を表示します。

• Qtree

• LUN

• VM

• Snapshot

•サービスリクエストの詳細

詳細の表示

NetApp ONTAPアカウントでボリュームを作成しま
す。

Create

ボリュームを削除します。削除

既存のボリュームのサイズを変更します。

ボリュームのサイズを変更するには、次のフィール

ドに値を入力します。

1. [新しいサイズ（New Size）]フィールド：ボ
リュームの必要なサイズを入力します。

2. [サイズの単位（Size Units）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]からボリュー
ムのサイズを選択します。

3. [ファイルシステムサイズの固定（File System
Size Fixed）]チェックボックス：ファイルシス
テムサイズを固定する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[サイズ変更（Resize）]

ボリュームをオフライン状態に移行します。Offline

ボリュームをオンライン状態に移行します。Online

ボリュームのデータ重複除去を有効にします。[重複除去オン（Dedup On）]

ボリュームのデータ重複除去を無効にします。[重複除去オフ（Dedup Off）]
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説明Action

NFSを介してボリュームをファイルとしてエクス
ポートします。

ボリュームをエクスポートするには、次のフィール

ドに値を入力します。

1. [エクスポートパス（ExportPath）]フィールド：
UNIX環境でボリュームをマウントするパスを
入力します。

2. [読み取り/書き込みホスト（Read-Write Hosts）]
フィールド：ボリュームへの読み取り/書き込み
アクセス権が付与されたホストをカンマで区切っ

て入力します。

3. [ルートホスト（Root Hosts）]フィールド：ボ
リュームへのルートアクセス権が付与されたホ

ストをカンマで区切って入力します。

4. [セキュリティ（Security）]ドロップダウンリス
ト：このエクスポートに適用可能なセキュリティ

を選択します。

5. [NFSエクスポートルールの持続（Persists NFS
Export Rule）]チェックボックス：NFSエクス
ポートルールを維持する場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[NFSエクスポート（NFS Export）]

ボリュームのスナップショットを作成します。

ボリュームのスナップショットを作成するには、次

のフィールドに値を入力します。

1. [スナップショット名（Snapshot Name）]フィー
ルド：スナップショットの名前を入力します。

2. [有効な LUN複製スナップショットである（Is
Valid LUNClone Snapshot）]チェックボックス：
snapvaultからスナップショットの作成を要求さ
れた場合にLUNクローンのすべてのバックアッ
プスナップショットがロックされるように、こ

のチェックボックスをオンにします。

3. [非同期（Async）]チェックボックス：スナッ
プショットを非同期に作成する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

Snapshot
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説明Action

ボリュームに割り当てられたスナップショット領域

のサイズを変更します。ボリューム内部の領域は、

ボリューム上で取得されたスナップショットに対し

てパーセンテージで定義できます。

1. [現在の予約済みスナップショット(%)（Current
Snapshot Reserved (%)）]：表示専用。スナップ
ショット用に予約されたボリューム領域の現在

のパーセンテージ。

2. [新しいパーセンテージ（%）（New Percentage
(%)）]：スナップショット用に予約するボリュー
ム領域のパーセンテージを入力します。

[スナップショットのサイズ変更（ResizeSnapshot）]

ボリュームの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [フレキシブルボリュームの作成（Create FlexibleVolume）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ボリュームを作成する集約を選択します。[集約（Aggregate）]リスト

集約内のボリュームにスペースを割り当てる容量保

証として次のいずれかを選択します。

• [音量（Volume）]

•ファイル

•なし

[容量保証（SpaceGuarantee）]ドロップダウンリス
ト

ボリュームの名前を入力します。[ボリューム名（Volume Name）]フィールド
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説明名前

作成するボリュームのサイズを入力します。[ボリュームサイズ（Volume Size）]フィールド

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[サイズの単位（SizeUnit）]ドロップダウンリスト

スナップショットサイズをパーセンテージとして

入力します。

[スナップショットのサイズ（%）（Snapshot Size
(%)）]フィールド

セキュリティスタイルをNTFSに設定する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

[セキュリティスタイルNTFS（SecurityStyleNTFS）]
チェックボックス

NFSエクスポートパスを自動的に作成する場合に、
このチェックボックスをオンにします。

[NFSエクスポート（NFSExport）]チェックボック
ス

ステップ 10 [作成（Create）]をクリックします。

CIFS共有の作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 CIFS共有を作成するボリュームの行をクリックします。

ステップ 9 [その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [CIFS共有の作成（CreateCIFSShare）]
を選択します。

ステップ 10 [CIFS共有の追加（Add CIFS Share）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

CIFS共有に割り当てる一意の名前を入力します。[共有名（Share Name）]フィールド

必要に応じてコメントを入力します。[Comment]フィールド

ステップ 11 [共有（Share）]をクリックします。
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CIFS共有アクセスの設定

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 CIFS共有アクセスを設定するボリュームの行をクリックします。

ステップ 9 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [CIFS共有アクセスの設定（Set CIFS
Share Access）]を選択します。

ステップ 10 [CIFS共有アクセスの設定（Set CIFS Share Access）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

アクセス権を提供する共有を選択します。[共有名（Share Name）]ドロップダウンリスト

使用可能なリストからロールを選択します。[ロールの選択（Select Role）]ドロップダウンリス
ト

ロール IDを入力します。[ロールID（Role ID）]フィールド

ドメイン名を入力します。[Domain Name]フィールド

アクセスタイプとして次のいずれかを選択します。

• Read

• Change

• [フルコントロール（Full Control）]

• [アクセスなし（No Access）]

[アクセスタイプ（Access Type）]ドロップダウン
リスト

必要に応じてコメントを入力します。[Comment]フィールド

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`
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SnapMirror関係の管理
NetApp SnapMirrorソフトウェアは、エンタープライズレベルのディザスタリカバリおよび
データ配信ソリューションです。SnapMirrorは LANまたはWAN接続経由で 1つ以上のネッ
トワークファイラに高速でデータをミラーリングします。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

次の動作が設定可能です。

説明Action

新しい SnapMirror接続をセットアップします。[接続の作成（Create Connection）]

SnapMirror接続を削除します。[接続の削除（Delete Connection）]

送信先ボリュームにリモートファイラ（送信元ファ

イラ）へのアクセスを提供します。

Remote Access

SnapMirrorスケジュールを作成します。スケジュール

SnapMirrorをオンにします。Enable

SnapMirrorをオフにします。Disable

ステップ 8 いずれかの行をクリックすると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

SnapMirrorインベントリを実行します。インベントリ

ステータス履歴を表示し、インベントリを編集、削

除、またはスケジュールに基づいて実行できるよう

にします。

詳細の表示

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
70

ONTAPアカウントのモニタリングとレポート作成

SnapMirror関係の管理



説明Action

SnapMirror関係を初期化します。SnapMirror関係を
初期化すると、次のアクションが表示されます。

• [休止（Quiesce）]：宛先への転送を一時停止し
ます。

• [中断（Break）]：SnapMirror関係を解消します。
処理が正当かどうかまたは処理が成功したかど

うかをチェックすることはできません。結果

は、インベントリがこのタスクで収集されたあ

とに更新されます。

• [更新（Update）]：SnapMirror関係を更新しま
す。

Initialize

SnapMirror関係を削除します。削除

SnapMirror関係の設定

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

ステップ 8 [接続の作成（Create Connection）]をクリックします。

ステップ 9 [設定（Configure）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

接続を変更する接続名を選択します。新しい接続を

作成するには、[新しい接続（NewConnection）]を
選択します。

[接続名（Connection Name）]ドロップダウンリス
ト

新しい接続を設定する場合は、このフィールドに接

続の名前を入力します。

[新しい接続名（New Connection Name）]フィール
ド
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説明名前

モードのタイプとして次のいずれかを選択します。

•マルチ

•フェールオーバー

マルチモードでは、最初のアドレスペア

が接続パスを提供します。フェールオー

バーモードでは、最初のアドレスペアが

優先接続パスを提供します。

（注）

[Mode]ドロップダウンリスト

[アドレスペア 1（Address Pair 1）]および [アドレ
スペア 2（Address Pair 2）]エリア内のファイラ名
形式またはIPアドレス形式の送信元アドレスです。

[ソースアドレス（Source Address）]フィールド

[アドレスペア 1（Address Pair 1）]および [アドレ
スペア 2（Address Pair 2）]エリア内のファイラ名
形式または IPアドレス形式の宛先アドレスです。

[接続先アドレス（Destination Address）]フィール
ド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

SnapMirror関係のスケジューリング

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

ステップ 8 [Schedules]をクリックします。

ステップ 9 [スケジュール（Schedules）]画面で、[スケジュール（Schedule）]リストを展開して [追加（Add）]をク
リックします。

ステップ 10 [スケジュールへのエントリの追加（AddEntry toSchedule）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[ソースロケーション（Source Location）]リストを
展開して、設定するスケジュールのソースロケー

ションを選択します。

[ソースロケーション（Source Location）]フィール
ド
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説明名前

次のオプションのいずれかを選択して、現在のファ

イラまたはvFiler内の既存のボリュームまたは新し
いボリュームを選択します。

• [既存の宛先（Existing Destination）]

• [新しい宛先（New Destination）]

[オプションの選択（Select Option）]ドロップダウ
ンボックス

宛先ロケーションを選択します。[宛先ロケーション（Destination Location）]ドロッ
プダウンボックス

スケジュールを設定する分。可能な値は次のとおり

です。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1分と
一致する、（1,3） = 1分または 3分と一致する、
および（*） =可能なすべての有効値と一致する。

[Minutes]フィールド

スケジュールを設定する時間。可能な値は次のとお

りです。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1時
間と一致する、（1,3） = 1時間または 3時間と一
致する、および（*） =可能なすべての有効値と一
致する。

[Hours]フィールド

スケジュールを設定する日付。可能な値は次のとお

りです。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1日
と一致する、（1,3）=1日または3日と一致する、
（2-5） = 2、3、4、5日と一致する、および（*）
=可能なすべての有効値と一致する。

[日付（Days of Month）]フィールド

スケジュールを設定する曜日。0は日曜日を表し、
6は土曜日を表します。可能な値は次のとおりで
す。（-） =どれとも一致しない、（1） = 1（月曜
日）と一致する、（1,3） = 1（月曜日）または 3
（水曜日）と一致する、（2-5） = 2、3、4、5（火
曜日～金曜日）と一致する、および（*） =可能な
すべての有効値と一致する。

[曜日（Days of Week）]フィールド

最大転送速度（KB/秒）。[最大転送率(KB)（Max Transfer Rate (KB)）]フィー
ルド

ステップ 11 [Submit]をクリックします。`
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SnapVault関係の管理
SnapVaultはプライマリボリュームのスナップショットコピーをまとめたもので、データ損失
またはシステム破損が発生した場合、最小限のダウンタイムで復元できます。SnapVault関係
は、[SnapMirror（SnapMirrors）]タブから管理できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapVault]をクリックします。

SnapVault関係を選択すると、次の追加のアクションが表示されます。

説明Action

選択したコンポーネントの現在のステータスに関す

る情報を表示します。

詳細の表示

新しい SnapVault関係を設定します。Create

既存の SnapVault関係を更新します。修正

SnapVault関係を削除します。削除

SnapVault関係をリリースします。リリース

SnapVault転送が完了する前に転送を中断します。中断

新しい SnapVault転送を開始します。[Update]

前回の SnapVault関係を復元します。Restore（復元）

SnapVault関係の作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapVault]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [SnapVaultの作成（Create SnapVault）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

データの転送元に設定する必要がある送信元QTree
を選択します。

[送信元のパス（SourcePath）]ドロップダウンリス
ト

データのコピー先に設定する必要がある送信先ボ

リュームを選択します。

[送信先ボリューム（DestinationVolume）]ドロップ
ダウンリスト

データのコピー先に設定する必要がある新しい送信

先 QTree名を入力します。新しい QTreeは選択さ
れた送信先ボリュームに作成されます。

[新しい接続先 QTree名（New Destination QTree
Name）]フィールド

必要に応じて、転送可能なキロバイト数を入力でき

ます。

[最大転送速度（MaximumTransfer Rate）]フィール
ド

送信元ボリュームへの接続試行を最大何回実行して

から試行を断念するかを指定します。

[試行回数（Tries Count）]フィールド

転送のため送信元に接続する際の IP接続モードを
指定します。

[接続モード（Connection Mode）]フィールド

送信元から転送されるデータが圧縮されている場合

は、このオプションを[オン（On）]に設定します。
[圧縮の使用（Use Compression）]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

SnapVault関係のスケジュールとステータス履歴の表示
[SnapMirror（SnapMirrors）]から、SnapVault関係のスケジュールとステータス履歴も確認でき
ます。SnapMirror関係の管理（70ページ）を参照してください。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [SnapVault]をクリックします。

ステップ 8 スケジュールとステータス履歴を確認するSnapVault関係の行をクリックして、[詳細の表示（ViewDetails）]
をクリックします。

ステップ 9 [他のレポート（More Reports）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのレポートを選択します。

•スケジュール

• [ステータス履歴（Status History）]

QTreeの管理とクォータの作成
QTreeはパーティションの概念に似ています。また、サイズを制限するためにクォータを適用
可能なボリュームのサブセットを作成します。特殊なケースとして、QTreeをボリューム全体
にすることができます。いつでも QTreeのサイズを変更できることから、QTreeはパーティ
ションよりも柔軟です。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [Qtree（Qtrees）]をクリックします。

QTreeを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

確認後に QTreeを削除します。削除
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説明Action

QTreeでクォータを作成します。

クォータを作成するには、次のフィールドに値を入

力します。

• [ディスク容量のハード制限（GB）（DiskSpace
Hard Limit (GB)）]：GB単位の最大ディスク容
量値を入力します。

• [ディスク容量のソフト制限（GB）（DiskSpace
Soft Limit (GB)）]：GB単位のソフト制限ディス
ク容量値を入力します。

• [ファイルのハード制限（Files Hard Limit）]：
クォータ内の最大ファイル数を入力します。

• [ファイルのソフト制限（Files Soft Limit）]：
クォータ内のファイル数のソフト制限を入力し

ます。

• [しきい値（GB）（Threshold (GB)）]：GB単位
のしきい値制限ディスク容量値を入力します。

• [クォータタイプ（QuotaType）]：ドロップダウ
ンリストから [ツリー（Tree）]を選択します。

[クォータの作成（Create Quota）]

QTreeの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ファイラ（Filers）]をクリックします。

ステップ 6 ファイラの行をクリックして、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 7 [ストレージファイラ（Storage Filer）]ページで [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 QTreeを作成するボリュームの行をクリックします。

ステップ 9 [その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [QTreeの作成（Create QTree）]を選
択します。

ステップ 10 [QTreeの作成（Create QTree）]画面で、[Qtree名（QTree Name）]フィールドにQTreeの名前を入力しま
す。
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ステップ 11 [作成（Create）]をクリックします。

システムタスクの管理
Multi-Node設定は、インベントリデータの収集などのシステムタスクの処理を、プライマリ
ノードから 1つ以上のサービスノードへオフロードしてスケーラビリティを向上させます。1
つ以上のサービスノードに、特定のシステムタスクを割り当てることができます。システム

タスクの処理のスケーリング方法は、ノードの数によって異なります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp ONTAPアカウントの行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [システムのタスク（System Tasks）]をクリックします。

アカウントに対して定義されたタスクが表示されます。システムタスクの管理方法については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』を参照してください。
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第 6 章

クラスタモードアカウントのモニタリン

グとレポート作成

この章の内容は、次のとおりです。

•クラスタモードアカウントのモニタリングとレポート作成について（80ページ）
•クラスタモードアカウントとノードについて（81ページ）
•ディスクについて（81ページ）
•論理インターフェイスの管理（81ページ）
•ポートの設定（84ページ）
•インターフェイスグループの管理（84ページ）
• VLANの管理（86ページ）
•集約の管理（87ページ）
• SVMの管理（89ページ）
• FCPサービスの管理（116ページ）
• SVMピアの作成と管理（117ページ）
•クラスタピアの作成（118ページ）
• SnapMirror関係および SnapVault関係の管理（119ページ）
• SnapMirrorポリシーの管理（121ページ）
•スナップショットポリシーの管理（123ページ）
•「Managing Jobs」（125ページ）
• Cronジョブスケジュールの管理（125ページ）
• NFSサービスの管理（126ページ）
•システムタスクの管理（127ページ）
•ルーティンググループルートの管理（128ページ）
• Cモードライセンスの管理（129ページ）
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クラスタモードアカウントのモニタリングとレポート作

成について
Cisco UCSDirectorに、各NetAppクラスタモード（Cモード）アカウント内のすべてのマネー
ジドコンポーネントが表示されます。これらのコンポーネントはハードウェアまたはソフト

ウェアです。

モニタリングできるコンポーネント

各コンポーネントをモニタして、それらの作成、削除、変更などのタスクを実行できます。次

のコンポーネントが Cモードアカウントでモニタされます。

•ノード

• SVM

• IPスペース

•集約

• SVMピア

•クラスタピア

• SnapMirror

• SnapMirrorポリシー

• Jobs

•フェールオーバーグループ

•ディスク

• FCアダプタ

•スナップショットポリシー

•ルーティンググループルート

•論理インターフェイス（LIF）

•ポート

•インターフェイスグループ数

• vLAN

•ライセンス

• Cronジョブスケジュール

• NFSサービス
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• FCPサービス

• System Tasks

クラスタモードアカウントとノードについて
Clustered Data ONTAPは、NetAppスケールアウトストレージ構成のイネーブラです。クラス
タの基本構成要素は、2つのストレージコントローラが同じディスクセットに相互接続された
既知のNetAppHAペアです。1つのコントローラで障害が発生すると、別のコントローラがそ
のストレージを引き継ぎ、データ供給を継続します。

DataONTAPクラスタでは、それぞれのストレージコントローラがクラスタノードと呼ばれて
おり、ノードはさまざまなモデルやサイズのものを使用できます。クラスタでは、ノードがク

ラスタネットワークを介して他のノードに接続されます。

ノードは、Data ONTAPクラスタモードシステムに物理ストレージを提供するディスクシェ
ルフまたは Data ONTAPユースにアレイ LUNを提供するサードパーティストレージアレイに
も接続されます。

ディスクについて
ディスクは集約内にまとめてグループ分けされます。集約はそれに関連付けられたボリューム

にストレージを提供します。

[ディスク（Disks）]をクリックすると、そのアカウントで使用可能なすべてのディスクが表示
されます。ディスクの行をクリックして [詳細の表示（ViewDetails）]をクリックすると、ディ
スクの概要の詳細が表示されます。

論理インターフェイスの管理
論理インターフェイス（LIF）は、物理ネットワークポート、つまり、イーサネットポートに
関連付けられた IPアドレスです。コンポーネントに障害が発生した場合は、LIFマネージャに
よって解釈されたポリシーに基づいて、論理インターフェイスがフェールオーバーまたは別の

物理ポート（場合によっては別のノード上）に移行します。LIFは、コンポーネントの障害に
関係なく、ネットワークアクセスを提供し続けます。1つの SVMに対して複数の LIFを作成
できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [論理インターフェイス（Logical Interfaces）]をクリックします。
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LIFを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

選択した LIFを削除します。削除

LIFの FCPアダプタポート名を設定します。[FCPポート名の設定（Set FCP Portname）]

単一の SVM上で論理インターフェイスを作成しま
す。

[LIFの作成（Create LIF）]

LIFのホームノード、IPアドレス、サブネットマス
ク、およびフェールオーバーポリシーの値を更新し

ます。

[LIFの変更（Modify LIF）]

指定したノード上のポートまたはインターフェイス

グループに論理インターフェイスを移行します。そ

れぞれのドロップダウンリストから[ノード名（Node
Name）]と [ポート名（PortName）]を選択します。

[LIFの移行（Migrate LIF）]

LIFの既存のステータスを変更します。ステータス
はアップまたはダウンです。

ステータスの変更

論理インターフェイスの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [論理インターフェイス（Logical Interfaces）]をクリックします。

ステップ 6 [LIFの作成（Create LIF）]をクリックします。

ステップ 7 [LIFの作成（Create LIF）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LIFのロールとして次のいずれかを選択します。

• Data

• [クラスタ間（Intercluster）]

•クラスタの管理

[Role]ドロップダウンリスト

リストから SVMを選択します。[SVM名（SVM Name）]リスト
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説明名前

リストからノードを選択します。[ホームノード（Home Node）]リスト

次のリストから許可されているプロトコルを選択し

ます。

• NFS

• CIFS

• iSCSI

• FCP

[許可されているプロトコル（Allowed Protocols）]
チェックボックス

論理インターフェイスの名前を入力します。[論理インターフェイス名（Logical InterfaceName）]
フィールド

ネットワークの IPアドレスを入力します。[IP Address]フィールド

ネットワークのサブネットマスクを入力します。[サブネットマスク（Subnetmask）]フィールド

LIFのフェールオーバーポリシーを選択します。

• [nextavail]

• disabled

• priority

iSCSIおよび FCP LIFの場合、フェール
オーバーポリシーは [無効（Disabled）]で
す。CIFS LIFのデフォルトポリシーは
[Nextavail]です。

（注）

[フェイルオーバーポリシー（Failover Policy）]ド
ロップダウンリスト

フェールオーバーグループタイプを選択して、

フェールオーバールールがシステム定義か、管理者

による手動作成か、無効かを指定します。

•システム定義

• enabled

• disabled

[フェイルオーバーグループの使用（Use Failover
Group）]ドロップダウンリスト

フェールオーバーグループを選択して、管理者に

よって作成されたフェールオーバーグループを指定

します。このフィールドは、[フェイルオーバーグ
ループの使用（Use Failover Group）]として [有効
（Enabled）]が選択された場合にのみ適用されます。

[フェールオーバーグループ（Failover Group）]ド
ロップダウンリスト
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ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

ポートの設定
ポートは、物理ポート（NIC）と、インターフェイスグループやVLANなどの仮想ポートのど
ちらかです。LIFは現在バインドされているポートを介してネットワーク上で通信します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ポート（Ports）]をクリックします。

ステップ 6 設定するポートの行を選択し、[ポートの設定（Configure Port）]をクリックします。

ステップ 7 [ポートの設定（Configure Port）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

管理スピードを選択します。[管理スピード（Administrative speed）]ドロップダウ
ンリスト

ロールを選択します。[Role]ドロップダウンリスト

管理ステータスを有効にする場合に、このチェック

ボックスをオンにします。

[管理ステータス有効（Admin status enable）]チェッ
クボックス

ポートの最大転送単位（MTU）を入力します。[MTU]フィールド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

インターフェイスグループの管理
インターフェイスグループは、単一のトランクポートとして機能する複数の物理ポートを含

むポートの集合です。拡張機能には、向上した復元力、向上した可用性、およびロードシェア

リングが含まれます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。
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ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [インターフェイスグループ（Interface Groups）]をクリックします。

インターフェイスグループを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

新しいインターフェイスグループを作成します。Create

インターフェイスグループを削除します。削除

インターフェイスグループにポートを追加します。ポートの追加

インターフェイスグループからポートを削除しま

す。

[ポートの削除（Remove Port）]

インターフェイスグループの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [インターフェイスグループ（Interface Groups）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [IfGroupの作成（Create IfGroup）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

インターフェイスグループを作成する必要のある

ノード名を選択します。

[ノード名（Node Name）]ドロップダウンリスト

インターフェイスグループの名前を入力します。

インターフェイスグループ名の許容可能

な形式は<letter><number><letter>です。名
前の先頭は文字の「a」にする必要があり
ます。

（注）

[インターフェイスグループ名（Interface Group
Name）]フィールド
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説明名前

ポートインターフェイスグループの配信機能とし

て次のオプションのいずれかを選択します。

• Mac

• IP

• Sequential

•ポート

[分散型機能（Distribution Function）]ドロップダウ
ンリスト

インターフェイスグループの作成ポリシーとして次

のオプションのいずれかを選択します。

•マルチモード

• [マルチモードLCAP（Multimode LCAP）]

• [シングルモード（Singlemode）]

[ポリシーの作成（Create Policy）]ドロップダウンリ
スト

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

VLANの管理
VLANは、複数のブロードキャストドメインを作成することによって、ネットワークの論理
セグメンテーションを可能にします。また、VLANは、複数の物理ネットワークセグメント
にまたがることができます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [VLAN（vLANs）]をクリックします。

VLANを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

クラスタアカウント内のノードの 1つで VLANを
作成します。

Create

VLANインターフェイスを削除します。削除
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VLANの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [VLAN（vLANs）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [vLANの作成（Create vLAN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

VLANを作成する必要のあるノードを選択します。[ノード名（Node Name）]ドロップダウンリスト

ポートまたはインターフェイスグループの名前を選

択します。

[ポート名（Port Name）]ドロップダウンリスト

VLAN IDを入力します。VLAN IDの有効範囲は 1
～ 4094です。

[vLAN ID]フィールド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

集約の管理
集約は、ディスクの 1つ以上の RAIDグループで構成されます。また、集約はプレックスと
RAIDグループを管理するために使用されます。これは、これらのエンティティが集約の一部
として存在するためです。既存の RAIDグループにディスクを追加することによって、また
は、新しいRAIDグループを追加することによって、集約内の使用可能なスペースを増やすこ
とができます。集約にディスクを追加した後、ディスクを取り外して記憶域を削減するには、

集約を削除する必要があります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [集約（Aggregates）]をクリックします。

集約を選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

選択されたノード上で集約を作成します。Create

選択された集約を削除します。削除

集約をオンライン状態に移行します。Online

集約をオフライン状態に移行します。Offline

集約にディスクを追加します。ディスクの追加

集約にタグを追加したり、割り当てられたタグを編

集したり、集約グループからタグを削除したりしま

す。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの管理（Manage Tags）]

集約にタグを追加します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの追加（Add Tags）]

集約からタグを削除します。

タグ付け可能なエンティティが物理スト

レージおよび NetApp集約として割り当て
られたタグが表示されます。タブライブ

ラリの詳細については、『Cisco UCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの削除（Delete Tags）]

集約の作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
88

クラスタモードアカウントのモニタリングとレポート作成

集約の作成

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-director/products-maintenance-guides-list.html


ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [集約（Aggregates）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [集約の作成（Create Aggregate）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

集約の名前を入力します。[集約名（Aggregate Name）]フィールド

集約内のディスクの数を入力します。[ディスク数（Disk Count）]フィールド

集約を作成するノードを選択します。[ノード名（Node Name）]リスト

集約するディスクを選択します。[ディスクリスト（Disk List）]リスト

リストから RAIDタイプを選択します。[RAIDタイプ（Raid Type）]ドロップダウンリスト

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMの管理
ストレージ仮想マシン（SVM。旧称：Vserver）は、複数のプロトコルとユニファイドストレー
ジをサポートするセキュアな仮想ストレージサーバです。各SVMには、データボリュームと
クライアントにデータを供給する 1つ以上の論理インターフェイス（LIF）が実装されていま
す。SVMは、共有されている仮想データストレージとネットワークを安全に分離し、クライ
アントからは単一の専用サーバとして認識されます。SVMごとに固有の管理者認証ドメイン
が付与され、SVM管理者によって個別に管理されます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

いずれかの SVMを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

クラスタアカウント内のノードの 1つで SVMを作
成します。

Create

既存の SVMを更新します。修正
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説明Action

既存の SVMを削除します。削除

SVMを開始します。開始

SVMを停止します。Stop

ルーティンググループを作成します。

ルーティンググループを作成するには、次のフィー

ルドに値を入力します。

• [SVM名（SVM Name）]リスト：SVMを選択
します。

• [ルーティンググループ（Routing Group）]
フィールド：ルーティンググループの名前を入

力します。たとえば、d192.168.1.0/24を入力し
ます（d、c、および nは、それぞれにデータ、
クラスタ、ノードLIFを表し、192.168.1.0/24は
サブネットです）。

• [ゲートウェイアドレス（Gateway Address）]
フィールド：ゲートウェイの IPアドレスを入力
します。たとえば、192.168.1.1と指定します。

• [接続先アドレス（Destination Address）]フィー
ルド：宛先の IPアドレスおよびサブネットマ
スクを入力します。たとえば、「192.168.1.0/24」
と入力します。

• [メトリック（Metric）]フィールド：LIFのメト
リック（ホップカウント）を入力します。

[ルーティンググループルートの作成（Create
Routing Group Route）]

NFSサービスを開始します。[NFSサービスの開始（Start FCP Service）]

NFSサービスを停止します。[NFSサービスの停止（Stop FCP Service）]

FCPサービスを開始します。[FCPサービスの開始（Start FCP Service）]

FCPサービスを停止します。[FCPサービスの停止（Stop FCP Service）]

ISCSIサービスを開始します。[ISCSIサービスの開始（Start ISCSI Service）]

ISCSIサービスを停止します。[ISCSIサービスの停止（Stop ISCSI Service）]

SVM用の CIFSを設定します。[CIFSの設定（Setup CIFS）]

SVM用の CIFSセットを更新します。[CIFSの変更（Modify CIFS）]
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説明Action

SVM用の CIFSセットを削除します。[CIFSの削除（Delete CIFS）]

ユーザまたはユーザグループに SVMを割り当てま
す。

[グループ割り当て（Assign Group）]

SVMにタグを追加したり、割り当てられたタグを編
集したり、SVMグループからタグを削除したりしま
す。

作成中にタグ付け可能なエンティティが割

り当てられたタグが表示されます。タブ

ライブラリの詳細については、『CiscoUCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの管理（Manage Tag）]

集約にタグを追加します。

作成中にタグ付け可能なエンティティが割

り当てられたタグが表示されます。タブ

ライブラリの詳細については、『CiscoUCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの追加（Add Tags）]

集約からタグを削除します。

作成中にタグ付け可能なエンティティが割

り当てられたタグが表示されます。タブ

ライブラリの詳細については、『CiscoUCS
Director Administration Guide』を参照して
ください。

（注）

[タグの削除（Delete Tags）]

SVMの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [SVMの作成（Create SVM）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

SVMの名前を入力します。名前は文字またはアン
ダースコアで始まる必要があります。

[SVM名（SVM Name）]フィールド

サービススイッチ名を選択します。[サービススイッチ名（NameServiceSwitch）]ドロッ
プダウンリスト

SVMメタデータを保存する必要のあるルートボ
リュームの名前を入力します。

[ボリューム名（Volume Name）]フィールド

ボリュームを作成する必要のある集約名を選択しま

す。

[集約名（Aggregate Name）]ドロップダウンリスト

セキュリティスタイルを選択します。[セキュリティスタイル（Security Style）]ドロップ
ダウンリスト

このチェックボックスをオンにして、SVMでサポー
トされるプロトコルのいずれかまたはすべてを選択

します。

• NFS

• CIFS

• iSCSI

• FCP

[プロトコル（Protocols）]チェックボックス

SVMのスナップショットポリシーを選択します。[スナップショットポリシー（Snapshot Policy）]リ
スト

SVMの IPスペースを選択します。[IPスペース名（IPSpace Name）]リスト

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

次のタスク

新しい SVCの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリス
トから [詳細の表示（View Details）]を選択し、SVMに関する詳細を表示します。その SVM
の CIFSをセットアップ、変更、または削除することもできます。

SVM内のボリュームの管理
ボリュームは、NFSマウントを介して UNIXホストにまたは CIFS共有を介してWindowsホス
トにエクスポートするときに構造がユーザに認識される論理ファイルシステムです。ボリュー

ムは最も包括的な論理コンテナです。ファイルとディレクトリ、Qtree、および LUNを保存で
きます。
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ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ボリュームを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp Cモードアカウントでボリュームを作成し
ます。

Create

既存のボリュームを更新します。修正

ボリュームを削除します。削除

ボリュームをオンライン状態に移行します。Online

ボリュームをオフライン状態に移行します。Offline

ボリュームのサイズを変更します。

ボリュームのサイズを変更するには、次のフィール

ドに値を入力します。

1. [現在のボリュームサイズ（GB）（Current
Volume Size (GB)）]：表示専用。GB単位の現在
のボリュームのサイズ。

2. [新しいサイズ（New Size）]フィールド：ボ
リュームの必要なサイズ。

3. [サイズの単位（Size Unit）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]からボリュー
ムサイズの単位を選択します。

[サイズ変更（Resize）]

ボリュームを複製します。

[クラスタボリュームの複製（CloneClusterVolume）]
画面で、ボリューム名を入力して親スナップショッ

トを選択します。

[ボリュームの複製（Clone Volume）]
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説明Action

ボリュームのマルチスナップショットを作成しま

す。

マルチスナップショットを作成するには、[マルチボ
リュームスナップショットの作成（Create
Multi-Volume Snapshot）]画面で以下の手順を実行し
ます。

1. [ボリューム名（VolumesNames）]リストを展開
してボリュームを選択します。

2. [スナップショット名（Snapshot Name）]フィー
ルドに、スナップショットの名前を入力します。

3. [Submit]をクリックします。`

[マルチスナップショットの作成（Create
Multi-Snapshot）]

選択された集約にボリュームを移動します。移動

指定されたジャンクションパスにボリュームをマウ

ントします。ジャンクションパスは /で始める必要
があり、/で終わることができません。

Mount

ボリュームをマウント解除します。<アンマウント>

ボリューム上のデータ重複除去を有効にして、重複

したエントリを削除します。

[重複排除有効（Enable Dedupe）]

SVM内のボリュームの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [ボリューム（Volumes）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [ボリュームの作成（Create Volume）]画面で、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ボリュームのタイプを選択します。[ボリュームタイプ（Volume Type）]ドロップダウ
ンリスト

ボリュームの名前を入力します。[ボリューム名（Volume Name）]フィールド

作成するボリュームのサイズを入力します。[ボリュームサイズ（Volume Size）]フィールド

リストから集約を選択します。[集約名（AggregateName）]ドロップダウンリスト

ボリュームの状態を選択します。[ボリュームの状態（Volume State）]ドロップダウ
ンリスト

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[ボリュームサイズの単位（Volume Size Units）]ド
ロップダウンリスト

リストから保証された容量を選択します。[容量保証（SpaceGuarantee）]ドロップダウンリス
ト

セキュリティスタイルを選択します。[セキュリティスタイル（Security Style）]ドロップ
ダウンリスト

ボリュームによって使用されるスナップショット

サイズをパーセンテージで入力します。

[スナップショットのサイズ（%）（Snapshot Size
(%)）]フィールド

エクスポートポリシーを選択します。[エクスポートポリシー（Export Policy）]ドロップ
ダウンリスト

リストを展開して、ボリュームのスナップショット

ポリシーを選択します。

[スナップショットポリシー（Snapshot Policy）]リ
スト

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

ボリューム LIFの関連付けの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。
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ステップ 7 [ボリューム LIFの関連付け（Volume LIF Association）]をクリックします。

LUNの管理
論理ユニット番号（LUN）は、ファイバチャネルや iSCSIなどの SCSIプロトコルまたは同様
のプロトコルによってアドレス指定されるデバイスである論理ユニットを識別するために使用

されます。LUNは、ストレージエリアネットワーク（SAN）経由で共有されたブロックスト
レージアレイの管理で中心的役割を果たします。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [LUN（LUNs）]をクリックします。

LUNを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp Cモードアカウントで LUNを作成します。Create

LUNを削除します。LUNの強制削除を許可する場
合は、[LUNの破棄（Destroy LUN）]画面で [強制
（Force）]チェックボックスをオンにします。

削除

ボリューム内の LUNのサイズを変更します。

LUNのサイズを変更するには、次のフィールドに値
を入力します。

1. [LUNサイズ（LUNSize）]フィールド：LUNの
必要なサイズを入力します。

2. [サイズの単位（Size Units）]ドロップダウンリ
スト：[MB]、[GB]、または [TB]から LUNのサ
イズを選択します。

[サイズ変更（Resize）]
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説明Action

同じボリューム内のターゲット LUNにソース LUN
を複製します。LUNの複製処理を非同期的に開始し
ます。

LUNを複製するには、次のフィールドに値を入力し
ます。

1. [スナップショット複製（SnapshotClone）]チェッ
クボックス：スナップショットから LUNを複
製する場合に、このチェックボックスをオンに

します。

2. [新しい LUN名（New LUN Name）]フィール
ド：新しい LUNの名前を入力します。

Clone

LUNをオンラインまたはオフライン状態に移行しま
す。

[オフライン/オンライン（Offline/Online）]

LUNを既存のイニシエータグループの 1つにマッ
プします。ドロップダウンリストから [イニシエー
タグループ（InitiatorGroup）]（iGroup）を選択しま
す。LUN IDを指定する場合は、[LUN IDの指定
（Specify LUN ID）]チェックボックスをオンにし
ます。指定しない場合は、LUN IDが自動的に生成
されます。

[iGroupのマッピング（Map iGroup）]

確認後に、選択された LUNから iGroupをマップ解
除します。

[iGroupのマップ解除（Unmap iGroup）]

選択された LUNのスペース予約設定を有効または
無効にします。

[スペース予約の切り替え（Toggle Space
Reservation）]

LUNの要約を表示します。詳細の表示

LUNの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。
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ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [LUN（LUNs）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [LUNの作成（Create LUN）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

LUNが属しているボリュームを選択します。[ボリュームの選択（SelectVolume）]ドロップダウ
ンリスト

LUNの名前を入力します。[LUN名（LUN Name）]フィールド

作成する LUNの必要なサイズを入力します。[Size]フィールド

[MB]、[GB]、または [TB]としてボリュームサイズ
を選択します。

[サイズの単位（Size Units）]ドロップダウンリス
ト

リストからオペレーティングシステムのタイプを

選択します。

[OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリスト

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

Qtreeの管理
QTreeはパーティションの概念に似ています。また、サイズを制限するためにクォータを適用
可能なボリュームのサブセットを作成します。特殊なケースとして、QTreeをボリューム全体
にすることができます。いつでも QTreeのサイズを変更できることから、QTreeはパーティ
ションよりも柔軟です。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [QTree（QTrees）]をクリックします。

QTreeを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

QTreeの名前を変更します。Rename
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説明Action

QTreeの oplockとセキュリティスタイルを更新しま
す。

修正

確認後に QTreeを削除します。削除

QTreeを作成します。[QTreeの作成（Create QTree）]

QTreeの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [QTree（QTrees）]をクリックします。

ステップ 8 [QTreeの作成（Create QTree）]をクリックします。

ステップ 9 [QTreeの作成（Create QTree）]画面で、次の手順を実行します。

a) [ボリューム名（Volume Name）]リストを展開して、QTreeを作成するボリュームを選択します。
b) [Qtree名（QTree Name）]フィールドに、QTreeの名前を入力します。

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

クォータの管理

クォータは、特定のユーザまたはグループが消費できるディスク領域とファイル数を制限しま

す。またクォータによって、QTreeで使用される合計領域および合計ファイル数や、QTree内
のユーザとグループの使用率を制限することもできます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。
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ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [クォータ（Quotas）]をクリックします。

クォータを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

SVMアカウントで QTree用のクォータを作成しま
す。

[クォータの作成（Create Quota）]

QTreeのクォータを更新します。修正

確認後に QTreeのクォータを削除します。Remove

クォータの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [クォータ（Quotas）]をクリックします。

ステップ 8 [クォータの作成（Create Quota）]をクリックします。

ステップ 9 [クォータの作成（Create Quota）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リストを展開し、クォータを作成する必要がある

QTreeを選択します。
[QTree名（QTree Name）]リスト

ドロップダウンリストから [ツリー（Tree）]を選択
します。

[クォータタイプ（Quota Type）]ドロップダウンリ
スト

GB単位の最大ディスク容量の値を入力します。[ディスク容量のハード制限(GB)（Disk Space Hard
Limit (GB)）]フィールド

クォータ内のファイルの最大数を入力します。[ファイルのハード制限（Files Hard Limit）]フィー
ルド

GB単位のディスク容量値のしきい値制限を入力し
ます。

[しきい値（GB）（Threshold GB）]フィールド
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説明名前

最大ファイル数のソフトクォータをGB単位で入力
します。

[ディスク容量のソフト制限（GB）（DiskSpaceSoft
Limit GB）]フィールド

クォータ内のファイル数のソフト制限を入力しま

す。

[ファイルのソフト制限（Files Soft Limit）]フィール
ド

イニシエータグループの管理

イニシエータグループ（iGroup）は、どのホストがストレージシステム上の指定された LUN
にアクセスできるかを指定します。イニシエータグループはプロトコル固有です。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

イニシエータグループを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

イニシエータグループを作成します。Create

イニシエータグループを削除します。削除

イニシエータグループの名前を変更します。Rename

iGroupにバインドするポートセットを選択します。[ポートセットのバインド（Bind Portset）]

iGroupからアンバインドするポートセットを選択し
ます。

[ポートセットのアンバインド（Unbind Portset）]

イニシエータグループの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
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ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [イニシエータグループ（Initiator Groups）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータグループの作成（Create Initiator Group）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

イニシエータグループの名前を入力します。[イニシエータグループ名（Initiator Group Name）]
フィールド

イニシエータグループタイプとして [ISCSI]また
は [FCP]を選択します。

[グループタイプ（GroupType）]ドロップダウンリ
スト

リストからオペレーティングシステムのタイプを

選択します。

[OSタイプ（OS Type）]ドロップダウンリスト

リストを展開し、テーブルからポートセットを選

択します。

[ポートセット名（Portset Name）]リスト

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

イニシエータの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

イニシエータを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

イニシエータグループにイニシエータを追加しま

す。

Create

イニシエータを削除します。イニシエータを強制的

に削除する場合は、[強制（Force）]チェックボック
スをオンにします。

イニシエータグループの LUNマップが存
在する場合は、イニシエータを削除できま

せん。

（注）

削除

イニシエータの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [イニシエータ（Initiators）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [イニシエータの作成（Create Initiator）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

イニシエータを作成するイニシエータグループを

選択します。

[イニシエータグループ名（Initiator Group Name）]
ドロップダウンリスト

イニシエータの名前を入力します。[Initiator Name]フィールド

リストを展開し、イニシエータのWWPNエイリア
スのボックスをオンにします。

[WWPNエイリアス（WWPN Alias）]リスト

イニシエータを強制的に追加する場合に、この

チェックボックスをオンにします。

[Force]チェックボックス

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
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CIFS共有の管理
CIFSプロトコルは、Microsoftオペレーティングシステムのリモートファイル操作（ネット
ワークドライブのマッピング）、閲覧（ネットワークネイバーフッドアイコン経由）、認証

（Windows NTとWindows 2000）、およびリモートプリンタサービスで使用されます。ネイ
ティブなMicrosoftネットワーキングのコアが CIFSサービスを中心に構築されます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [CIFS共有（CIFS Shares）]をクリックします。

CIFS共有を選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NetApp Cモードアカウントで CIFS共有を作成しま
す。

Create

CIFS共有を削除します。削除

CIFS共有のボリュームパスとコメントを更新しま
す。

修正

CIFS共有アクセスを作成します。

CIFS共有アクセスを作成するには、次のフィールド
に値を入力します。

1. [権限（Permission）]ドロップダウンリスト：リ
ストからアクセス権限のレベルを選択します。

2. [ユーザまたはグループ（User orGroup）]フィー
ルド：権限を一覧表示するユーザまたはグルー

プ名を入力します。

3. [コメント（Comment）]フィールド：必要に応
じてコメントを入力します。

[共有アクセスの設定（Set Share Access）]

CIFS共有アクセスを削除します。[共有アクセスの削除（Delete Share Access）]
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説明Action

CIFS共有にアクセスするための権限を更新します。[共有アクセスの変更（Modify Share Access）]

CIFS共有の作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [CIFS共有（CIFS Shares）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [CIFS共有の作成（Create CIFS Share）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

CIFS共有を作成するボリュームを選択します。[ボリューム名（Volume Name）]ドロップダウンリ
スト

CIFS共有の名前を入力します。[共有名（Share Name）]フィールド

必要に応じてコメントを入力します。[Comment]フィールド

CIFS共有へのアクセスを可能にする場合に、この
チェックボックスをオンにします。

[共有アクセスの設定（Set Share Access）]チェック
ボックス

DNSの管理
SVMアカウントのドメイン、設定されたネームサーバ、およびDNSの状態を表示できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。
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ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [DNS]をクリックします。

IPホスト名の管理
SVMアカウントの IPアドレスとホスト名を表示できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [IPホスト名（IP Hostname）]をクリックします。

SISポリシーの管理
SIS操作：圧縮および/または重複排除を実行するためのシングルインスタンスストレージ
（SIS）ポリシーを定義できます。データ圧縮はオンザフライで、および/またはスケジュール
されたバックグラウンド処理として使用できます。この次に重複排除を行うことができます。

重複排除は、各固有データブロックの単一のインスタンスのみが保存されている FlexVolボ
リュームの重複データブロックを排除することで、ディスク領域の使用率を低減する方法で

す。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [SISポリシー（SIS Policies）]をクリックします。

SISポリシーを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

SVMアカウントで SISポリシーを作成します。Create

確認後に、SISポリシーを削除します。削除

SISポリシーを更新します。修正

SISポリシーの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [SISポリシー（SIS Policies）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [SVMでの SISポリシーの作成（Create SIS Policy on SVM）]画面で、次の手順を実行します。

説明名前

SISポリシーの名前を入力します。[SISポリシー名（SIS policy name）]フィールド

SVMで SISポリシーを有効にするには、[はい
（true）]を選択します。

[有効（Enabled）]ドロップダウンリスト

QoSポリシーとして [ベストエフォート
（best-effort）]または [バックグラウンド
（background）]を選択します。

[QoSポリシー（QOSPolicy）]ドロップダウンリス
ト

スケジュールされたSIS操作が実行される期間を時
間単位で入力します。

[期間（Duration）]フィールド

ボリュームの SIS操作のスケジュールを選択しま
す。

[Schedule]ドロップダウンリスト

必要に応じてコメントを入力します。[Comment]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`
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エクスポートルールの管理

ボリュームへのクライアントアクセス要求の処理方法を決定するためにエクスポートルール

を設定できます。

クライアントへのアクセスを許可するには、少なくとも 1つのエクスポートルールをエクス
ポートポリシーに追加する必要があります。エクスポートポリシーに複数のルールを含める

と、ルールはルールインデックスに基づいて処理されます。ルールで定義されたアクセス許可

は、エクスポートルールで指定したクライアントの一致基準に一致するクライアントに適用さ

れます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [エクスポートルール（Export Rules）]をクリックします。

エクスポートルールを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

エクスポートルールを作成します。Create

エクスポートルールを更新します。修正

確認後にエクスポートルールを削除します。削除

エクスポートルールの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [エクスポートルール（Export Rules）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。
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ステップ 9 [エクスポートルールの作成（Create Export Rule）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明Action

新しいエクスポートルールを追加するエクスポー

トポリシーを選択します。エクスポートポリシー

がすでに存在している必要があります。詳細につい

ては、エクスポートポリシーの管理（111ページ）
を参照してください。

[ポリシー名（Policy Name）]ドロップダウンリス
ト

エクスポートルールを適用するアクセスプロトコ

ルを選択します。アクセスプロトコルの可能な値

には次のものがあります。

• [いずれか（Any）]：現在または将来のアクセ
スプロトコル

• [NFS]：NFSの現在または将来のバージョン

• [NFS3]：NFSv3プロトコル

• [NFS4]：NFSv4プロトコル

• [CIFS]：CIFSプロトコル

• [FlexCache]：FlexCacheプロトコル

[アクセスプロトコル（Access Protocol）]ドロップ
ダウンリスト

エクスポートルールを適用するクライアントを入

力します（複数可）。

次のいずれかの形式で一致を指定できます。

•ホスト名として、たとえば host1

• IPv4アドレスとして、たとえば 10.1.12.24

•多数のビットとして表されるサブネットマス
クを含む IPv4アドレスとして、たとえば
10.1.12.10/4

•ネットワークマスクを含む IPv4アドレスとし
て、たとえば 10.1.16.0/255.255.255.0

• @文字で始まる netgroup名を持つ netgroupと
して、たとえば@eng

• .文字で始まるドメイン名として、たとえば
.example.com

[クライアント一致仕様（ClientMatchSpec）]フィー
ルド
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説明Action

次のオプションのいずれかを選択して、ボリューム

への読み取り専用アクセスのセキュリティタイプ

を定義します。

• [いずれか（Any）]：着信要求のセキュリティ
タイプに関係なく、ボリュームへの読み取りア

クセスを許可します。着信要求の有効なセキュ

リティタイプは変わりません。

着信要求のセキュリティタイプが

AUTH_NONE場合、読み取りアクセ
スは匿名ユーザとして着信要求に付

与されます。

（注）

• [なし（None）]：着信要求のセキュリティタ
イプが読み取り専用ルールの値のリストに明示

的にリストされていない場合、匿名ユーザとし

てボリュームへの読み取りアクセスを許可しま

す。着信要求の有効なセキュリティタイプは

なくなります。

• [未実施（Never）]：着信要求のセキュリティ
タイプに関係なく、ボリュームへのいずれのア

クセスも許可しません。

• [KRB5]：着信要求のセキュリティタイプが
Kerberos 5の場合、ボリュームへの読み取りア
クセスを許可します。着信要求の有効なセキュ

リティタイプは KRB5になります。

• [NTLM]：着信要求のセキュリティタイプが
CIFS NTLMの場合、ボリュームへの読み取り
アクセスを許可します。着信要求の有効なセ

キュリティタイプは NTLMになります。

• [Sys]：着信要求のセキュリティタイプが
AUTH_SYSの場合、ボリュームへの読み取り
アクセスを許可します。着信要求の有効なセ

キュリティタイプは Sysになります。

[読み取り専用アクセスルール（Read Only Access
Rule）]ドロップダウンリスト
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説明Action

次のオプションのいずれかを選択して、ボリューム

への読み取り/書き込みアクセスのセキュリティタ
イプを定義します。

• [いずれか（Any）]：着信要求の有効なセキュ
リティタイプに関係なく、ボリュームへの書

き込みアクセスを許可します。

• [なし（None）]：着信要求の有効なセキュリ
ティタイプがない場合、匿名ユーザとしてボ

リュームへの書き込みアクセスを許可します。

着信要求の有効なセキュリティタイ

プがない場合、書き込みアクセスは

匿名ユーザとして着信要求に付与さ

れます。

（注）

• [未実施（Never）]：着信要求の有効なセキュ
リティタイプに関係なく、ボリュームへの書

き込みアクセスを許可しません。

• [KRB5]：着信要求の有効なセキュリティタイ
プがKerberos 5の場合、ボリュームへの書き込
みアクセスを許可します。

• [NTLM]：着信要求の有効なセキュリティタイ
プが CIFS NTLMの場合、ボリュームへの書き
込みアクセスを許可します。

• [Sys]：着信要求の有効なセキュリティタイプ
が AUTH_SYSの場合、ボリュームへの書き込
みアクセスを許可します。

[読み取り/書き込みアクセスルール（Read Write
Access Rule）]ドロップダウンリスト

エクスポートポリシー内のルールの順序を指定す

るエクスポートルールのインデックス番号を入力

します。

[ルールインデックス（Rule Index）]フィールド

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

エクスポートポリシーの管理

エクスポートポリシーには、ボリュームへのクライアントアクセスを制御するエクスポート

ルールが含まれます。エクスポートポリシーは、クライアントがデータにアクセスできるよう

に SVM上にある必要があります。ボリュームへのクライアントアクセスを設定するには、エ
クスポートポリシーを各ボリュームに関連付けます。
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単一の SVMに複数のエクスポートポリシーを含めることができます。これにより、複数のボ
リュームがある SVMに対し次のことを行うことができます。

•単一の SVMに含まれる各ボリュームに対して別個にクライアントアクセス制御を行うた
め、SVMの各ボリュームに異なるエクスポートポリシーを割り当てる。

•各ボリュームに対し新しいエクスポートポリシーを作成することなく同じクライアント
アクセス制御を行うため、単一の SVMの複数のボリュームに同一のエクスポートポリ
シーを割り当てる。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [エクスポートポリシー（Export Policies）]をクリックします。

エクスポートポリシーを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

エクスポートルールを作成します。Create

確認後にエクスポートルールを削除します。削除

エクスポートルールを更新します。修正

スナップショットポリシーの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [スナップショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

スナップショットポリシーを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

新しいスナップショットポリシーを作成します。Create

スナップショットポリシーを有効または無効にしま

す。

イネーブル/ディセーブル

スナップショットポリシーを削除します。削除

スナップショットポリシーのスケジュールを表示し

ます。また、新しいスケジュールを作成する、スケ

ジュールを更新する、またはスケジュールを削除す

るオプションが提供されます。

詳細の表示

スナップショットポリシーの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（MoreActions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [スナップショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 8 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 9 [スナップショットポリシーの作成（Create Snapshot Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力しま
す。

説明Action

スナップショットポリシーの名前を入力します。[スナップショットポリシー名（Snapshot Policy
Name）]フィールド

ポリシーに追加する cronジョブまたはスケジュー
ル間隔を選択します。

[Schedule]ドロップダウンリスト

スケジュール用に保持するスナップショットの数を

入力します。

[Count]フィールド

SnapMirrorのラベルを入力します。[Snapmirrorラベル（Snapmirror Label）]フィールド

作成したスナップショット名に含めるプレフィック

ステキスを入力します。

[Prefix]フィールド
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説明Action

ポリシーを有効にする場合に、このチェックボッ

クスをオンにします。

[有効（Is Enabled）]チェックボックス

ステップ 10 [Submit]をクリックします。`

ポートセットの管理

ポートセットは、ファイバチャネル（FC）ターゲットポートのグループで構成されていま
す。LUNをストレージシステムのターゲットポートのサブセットだけで使用できるようにす
るには、ポートセットを igroupにバインドします。igroup内のホストは、ポートセットのター
ゲットポートに接続することによってのみ LUNにアクセスできます。

igroupがポートセットにバインドされていない場合、igroupにマッピングされている LUNは
すべてのストレージシステム FCターゲットポートで使用できます。igroupは、LUNがエク
スポートされるイニシエータを制御します。ポートセットは、それらのイニシエータがアクセ

スできるターゲットポートを制限します。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。

ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [ポートセット（Portsets）]をクリックします。

ポートセットを選択すると、次の追加アクションが表示されます。
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説明Action

ポートセットを作成します。

[ポートセットの作成（Create Portset）]画面で、次
の手順を実行します。

1. [ポートセット名（Portset Name）]フィールド
に、ポートセット名を入力します。

2. [ポートセットタイプ（Portset Type）]ドロップ
ダウンリストで、ポートセットタイプとして

[ISCSI]、[FCP]、または[混合（MIXED）]を選
択します。

3. [Submit]をクリックします。`

Create

確認後にポートセットを削除します。Destroy（破棄）

ポートセットにポートを追加します。[ポートセッ
トへのポートの追加（AddPort To Portset）]画面で、
[LIF ID（LIF Identity）]を展開してポートセットに
追加する必要がある LIFを選択します。

ポートの追加

ポートセットからポートを削除します。[ポートセッ
トからのポートの削除（Remove Port From Portset）]
画面で、ポートセットから削除する必要があるポー

トを選択します。

[ポートの削除（Remove Port）]

WWPNエイリアスの管理
ワールドワイドポート名（WWPN）は、Data ONTAPで 16文字の 16進値として表示される一
意な 64ビットの IDです。ただし、SANの管理者は、特により大規模な SANにおいて、エイ
リアスを代わりに使用してFCポートをより簡単に識別できる場合があります。WWPNに対し
複数のエイリアスを作成できますが、複数のWWPNに同じエイリアスを使用することはでき
ません。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVM（SVMs）]をクリックします。
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ステップ 6 SVMの行をクリックして、[その他のアクション（More Actions）]ドロップダウンリストから [詳細の表
示（View Details）]を選択します。

ステップ 7 [WWPNエイリアス（WWPN Aliases）]をクリックします。

ポートセットを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

WWPNエイリアスを作成します。

[WWPNエイリアスの作成（Create WWPN Alias）]
画面で、次の手順を実行します。

1. [WWPNエイリアス（WWPNAlias）]フィールド
に、WWPNエイリアス名を入力します。エイリ
アスは最大 32文字にすることができ、A～ Z、
a～ zの文字、0～ 9の数字、ハイフン（-）、
アンダースコア（_）、左波カッコ（{）、右波
カッコ（}）およびピリオド（.）を含むことが
できます。

2. [WWPN]フィールドに、FCPイニシエータ
WWPN名を入力します。たとえば、
00:00:00:00:00:00:00:00。

3. [Submit]をクリックします。`

Create

エイリアスのWWPNを更新します。修正

確認後に、WWPNエイリアスを削除します。削除

FCPサービスの管理
ファイバチャネル（FC）は、ファイバチャネルファブリック経由で Small Computer System
Interface（SCSI）プロトコルを使用して、ホストに論理ユニット（LUN）をエクスポートした
り、ブロックデータを転送したりするためのストレージシステム上でライセンスされたサー

ビスです。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [FCPサービス（FCP Services）]をクリックします。
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FCPサービスを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

SVM上で FCPサービスを作成します。Create

確認後に、FCPサービスを削除します。Destroy（破棄）

SVM上で FCPサービスを開始します。[FCPサービスの開始（Start FCP Service）]

SVM上で実行中の FCPサービスを停止します。[FCPサービスの停止（Stop FCP Service）]

FCPサービスの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [FCPサービス（FCP Services）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [FCPサービスの作成（Create FCP Service）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

リストを展開し、FCPサービスを作成する SVMを
選択して [選択（Select）]をクリックします。

[SVM]リスト

FCノードを識別するために使用されるワールドワイ
ドノード名（WWNN）を入力します。

[FCPターゲットノード名（FCP Target Node Name）]
フィールド

SVM上でFCPサービスを開始するには、このチェッ
クボックスをオンにします。

[開始（Start）]チェックボックス

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SVMピアの作成と管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。
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ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SVMピア（SVM Peer）]をクリックします。

既存の SVMピア関係を選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

SVMピア関係を作成します。

新しい SVMピア関係を作成するには、次のフィー
ルドに値を入力します。

• [ローカル SVM名の選択（Select Local SVM
Name）]リスト：リストを展開し、ローカル
SVMとして使用する SVMを選択します。

• [ピア SVM名の選択（Select Peer SVM Name）]
リスト：リストを展開し、ピア SVMとして使
用する SVMを選択します。

Create

SVMピア関係を削除します。削除

SVMピア関係を承認します。承認

SVMピア関係を拒否します。拒否

クラスタピアの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [クラスタピア（Cluster Peer）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [クラスタピア関係の作成（Create Cluster Peer Relationship）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リストを展開して、使用するクラスタアカウントを

選択します。

[ピアクラスタの選択（Select Peer Cluster）]リスト
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説明名前

秒単位のタイムアウト値を入力します。[タイムアウト（秒）（TimeOut Seconds）]フィール
ド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SnapMirror関係および SnapVault関係の管理
SnapMirrorソフトウェアがディザスタリカバリおよびデータ配信のソリューションであるのに
対し、SnapVaultはアーカイブデータに対してのみ使用されるバックアップソリューションで
す。SnapMirrorはLANまたはWAN接続経由で 1つ以上のネットワークファイラに高速でデー
タをミラーリングします。障害が発生した場合は、送信先ボリュームを送信元にすることがで

きます（SnapMirrorの反転）。SnapVaultはプライマリボリュームのスナップショットコピー
をまとめたもので、データ損失またはシステム破損が発生した場合、最小限のダウンタイムで

復元できます。

SnapMirror関係と SnapVault関係は、どちらも [SnapMirror（SnapMirrors）]で管理できます。
[SnapMirror（SnapMirrors）]には、SnapMirrorと SnapVaultの両方のデータが表示され、[関係
のタイプ（Relationship Type）]カラムでデータを区別できます。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

SnapMirrorまたは SnapVaultを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

新しい SnapMirror関係または SnapVault関係を作成
します。

Create

SnapMirror関係またはSnapVault関係を削除します。削除

既存の SnapMirror関係または SnapVault関係を更新
します。

修正

特定の宛先へのネットワーク経由の初期転送を開始

します。転送の優先度を [低（Low）]または [標準
（Normal）]に設定します。

Initialize

増分転送を実行します。[Update]
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説明Action

解消された SnapMirrorペアまたは SnapVaultペアの
再同期を開始します。

[再同期（Resync）]

SnapMirror関係を解消します。処理が正当かどうか
または処理が成功したかどうかをチェックすること

はできません。結果は、インベントリがこのタスク

で収集されたあとに更新されます。

この解消アクションは SnapVault関係には
適用できません。

（注）

ブレーク

送信先への SnapMirror転送または SnapVault転送を
一時停止します。

[休止（Quiesce）]

確認後に、SnapMirrorを昇格させます。

昇格アクションは SnapVault関係には適用
できません。

（注）

Promote

SnapMirrorまたは SnapVaultをリリースし、関係を
完全に終了します。

リリース

休止している SnapMirror関係または SnapVault関係
の今後の転送を有効にします。

再開

SnapMirror転送または SnapVault転送を、完了前に
中断します。

中断

SnapMirrorインベントリまたは SnapVaultインベン
トリを実行します。

インベントリ

SnapMirror関係の作成

始める前に

クラスタ内 SnapMirror関係を作成するには、SVMピアを作成する必要があります。クラスタ
間SnapMirror関係を構築する場合は、クラスタピアとサーバピアを作成する必要があります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。
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ステップ 5 [SnapMirror（SnapMirrors）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [SnapMirror関係の作成（Create SnapMirror Relationship）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

関係のタイプとして次のオプションのいずれかを選

択します。

•データ保護

•ロードシェアリング

• [SnapVault]

[関係のタイプ（Relationship Type）]ドロップダウン
リスト

リストを展開し、送信先ボリュームを選択して [選
択（Select）]をクリックします。

[送信先ボリューム（Destination Volume）]リスト

リストを展開して送信元ボリュームを選択します。[送信元ボリューム（Source Volume）]リスト

リストを展開して SnapMirrorポリシーを選択しま
す。

[ポリシー（Policy）]リスト

リストを展開し、SnapMirror更新をスケジュールす
る cronジョブを選択します。

[スケジュール（Schedule）]リスト

最大転送速度を入力します。デフォルト値は 0で、
MTRが無制限であることを意味します。

[最大転送率（kbps）（MaximumTransferRateKbps）]
フィールド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

SnapMirrorポリシーの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SnapMirrorポリシー（SnapMirrors Policies）]をクリックします。

SnapMirrorポリシーを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

新しい SnapMirrorポリシーを作成します。Create
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説明Action

確認後に、SnapMirrorポリシーを削除します。削除

SnapMirrorポリシーの再起動タイプと転送速度を更
新します。

修正

SnapMirrorポリシーにルールを追加します。

SnapMirrorポリシーにルールを追加するには、次の
フィールドに値を入力します。

• [スナップショットコピー保持カウント
（Snapshot CopyRetentionCount）]フィールド：
スナップショットコピー保持カウントを入力し

ます。

• [SnapMirrorラベル（SnapMirror Label）]フィー
ルド：スナップショットコピーラベルを入力

します。

• [保持（Preserve）]チェックボックス：スナッ
プショットコピー予約を有効にする場合に、こ

のチェックボックスをオンにします。

• [警告しきい値カウント（Warning Threshold
Count）]フィールド：警告しきい値カウントを
入力します。

Add Rule

SnapMirrorポリシーから選択されたルールを削除し
ます。

[ルールの削除（Remove Rule）]

SnapMirrorポリシー内のルールを更新します。[ルールの変更（Modify Rule）]

SnapMirrorポリシールールを表示します。詳細の表示

SnapMirrorポリシーの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [SnapMirrorポリシー（SnapMirrors Policies）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。
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ステップ 7 [SnapMirrorポリシーの作成（Create SnapMirror Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リストを展開して SVM名を選択します。[SVM名（SVM Name）]リスト

ポリシーの名前を入力します。[ポリシー名の入力（Enter Policy Name）]フィール
ド

再起動のタイプとして次のオプションのいずれかを

選択します。

• always

• never

•デフォルト

[リスタート（Restart）]ドロップダウンリスト

転送の優先度として次のオプションのいずれかを選

択します。

•なし

• normal

• low

[転送の優先度（Transfer Priority）]ドロップダウン
リスト

必要に応じてコメントを入力します。[コメントの入力（Enter Comment）]フィールド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

スナップショットポリシーの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [スナップショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

スナップショットポリシーを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

新しいスナップショットポリシーを作成します。Create

スナップショットポリシーを有効または無効にしま

す。

イネーブル/ディセーブル
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説明Action

スナップショットポリシーを削除します。削除

スナップショットポリシーのスケジュールを表示し

ます。また、新しいスケジュールを作成する、スケ

ジュールを更新する、またはスケジュールを削除す

るオプションが提供されます。

詳細の表示

スナップショットポリシーの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [スナップショットポリシー（Snapshot Policies）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [スナップショットポリシーの作成（Create Snapshot Policy）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明Action

スナップショットポリシーの名前を入力します。[スナップショットポリシー名（Snapshot Policy
Name）]フィールド

ポリシーに追加する cronジョブまたはスケジュール
間隔を選択します。

[Schedule]ドロップダウンリスト

スケジュール用に保持するスナップショットの数を

入力します。

[Count]フィールド

SnapMirrorのラベルを入力します。[Snapmirrorラベル（Snapmirror label）]フィールド

作成したスナップショット名に含めるプレフィック

ステキスを入力します。

[Prefix]フィールド

スナップショットポリシーを有効にする場合に、こ

のチェックボックスをオンにします。

[有効（Is Enabled）]チェックボックス

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`
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「Managing Jobs」

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ジョブ（Jobs）]をクリックします。

次のアクションが表示されます。

説明Action

確認後にジョブインベントリを実行します。インベントリ

Cronジョブスケジュールの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [Cronジョブスケジュール（Cron Job Schedules）]をクリックします。

次のアクションが表示されます。

説明Action

cronジョブスケジュールを作成します。Create

cronジョブスケジュールを選択すると、[変更（Modify）]アクションと [削除（Delete）]アクションが表
示されます。

Cronジョブスケジュールの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。
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ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [Cronジョブスケジュール（Cron Job Schedules）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [Cronジョブスケジュールの作成（CreateCron JobSchedule）]画面で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

cronジョブスケジュールの名前を入力します。[ジョブスケジュール名（JobScheduleName）]フィー
ルド

カンマで区切った cronの日付の値を入力します。[日付（Day of Month）]フィールド

カンマで区切った cronの曜日の値を入力します。[曜日（Day of Week）]フィールド

カンマで区切った cronの時間の値を入力します。[Hour]フィールド

カンマで区切った cronの分の値を入力します。[Minute]フィールド

カンマで区切った cronの月の値を入力します。[月（Month）]フィールド

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

NFSサービスの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [NFSサービス（NFS Services）]をクリックします。

NFSサービスを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

NFSサービスを作成します。Create

NFSサービスを更新します。修正

NFSサービスを削除します。Destroy（破棄）

NFSサービスを開始します。[NFSサービスの開始（Starts NFS Service）]

NFSサービスを停止します。[NFSサービスの停止（Stops NFS Service）]
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NFSサービスの作成

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [NFSサービス（NFS Services）]をクリックします。

ステップ 6 [作成（Create）]をクリックします。

ステップ 7 [NFSサービスの作成（Create NFS Service）]画面で、次のフィールドに入力します。

説明名前

リストを展開し、SVM名を選択して [選択（Select）]
をクリックします。

[SVM名（SVM Name）]リスト

NFSアクセスを有効にする場合に、このチェック
ボックスをオンにします。

[NFSアクセス有効（Is NFS Access Enabled）]チェッ
クボックス

NFSサービスの vStorageを有効にする場合に、この
チェックボックスをオンにします。

[vStorage有効（Is Vstorage Enabled）]チェックボッ
クス

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

システムタスクの管理
Multi-Node設定は、インベントリデータの収集などのシステムタスクの処理を、プライマリ
ノードから 1つ以上のサービスノードへオフロードしてスケーラビリティを向上させます。1
つ以上のサービスノードに、特定のシステムタスクを割り当てることができます。システム

タスクの処理のスケーリング方法は、ノードの数によって異なります。

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [システムのタスク（System Tasks）]をクリックします。

アカウントに対して定義されたタスクが表示されます。システムタスクの管理方法については、『Cisco
UCS Director Administration Guide』を参照してください。
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ルーティンググループルートの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ルーティンググループルート（Routing Group Routes）]をクリックします。

ルートグループを選択すると、次の追加アクションが表示されます。

説明Action

ルーティンググループルートを作成します。

ルーティンググループを作成するには、次のフィー

ルドに値を入力します。

• [SVM名（SVM Name）]リスト：SVMを選択
します。

• [ルーティンググループ（Routing Group）]
フィールド：ルーティンググループの名前を入

力します。たとえば、d192.168.1.0/24を入力し
ます（d、c、および nは、それぞれにデータ、
クラスタ、ノードLIFを表し、192.168.1.0/24は
サブネットです）。

• [ゲートウェイアドレス（Gateway Address）]
フィールド：ゲートウェイの IPアドレスを入力
します。たとえば、192.168.1.1と指定します。

• [接続先アドレス（Destination Address）]フィー
ルド：宛先の IPアドレスおよびサブネットマ
スクを入力します。たとえば、「192.168.1.0/24」
と入力します。

• [メトリック（Metric）]フィールド：LIFのメト
リック（ホップカウント）を入力します。

Create

ルーティンググループルートを削除します。削除
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Cモードライセンスの管理

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンス（Licenses）]をクリックします。

次のアクションが表示されます。

説明Action

NetApp Cモードライセンスをクラスタに追加しま
す。

Add

ライセンスを選択すると、[削除（Delete）]アクションが表示されます。

クラスタへの Cモードライセンスの追加

ステップ 1 [物理（Physical）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]ページでポッドを選択します。

ステップ 3 [ストレージ（Storage）]ページで [ストレージアカウント（Storage Accounts）]をクリックします。

ステップ 4 NetApp Cモードアカウントを含む行をクリックし、[詳細の表示（View Details）]をクリックします。

ステップ 5 [ライセンス（Licenses）]をクリックします。

ステップ 6 [Add]をクリックします。

ステップ 7 [クラスタへのライセンスの追加（Add License to Cluster）]画面で、[ライセンスコード（License Code）]
フィールドにライセンスコードを入力します。

ステップ 8 [Submit]をクリックします。`

Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
129

クラスタモードアカウントのモニタリングとレポート作成

Cモードライセンスの管理



Cisco UCS Director NetAppリリース 6.6管理ガイド
130

クラスタモードアカウントのモニタリングとレポート作成

クラスタへの Cモードライセンスの追加


	Cisco UCS Director NetApp リリース 6.6 管理ガイド
	目次
	はじめに
	対象読者
	表記法
	関連資料
	マニュアルに関するフィードバック
	マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート

	このリリースの新規情報および変更情報
	このリリースの新規および変更情報

	概要
	NetApp データ ストレージ システムについて
	NetApp アカウント

	NetApp アカウントの管理
	NetApp ストレージ システム管理
	Pod の追加
	NetApp アカウントの追加
	NetApp アカウントへの接続のテスト
	NetApp アカウントの検出の検証
	Cisco UCS Director への SVM の追加に関する要件
	Cisco UCS Director に SVM を追加直接する

	OnCommand アカウントのモニタリングとレポート作成
	OnCommand アカウントのモニタリングとレポート作成について
	ディスクについて
	ファイラの管理
	仮想マシンの管理
	VLAN の作成
	IP スペースの管理
	IP スペースの作成
	VLAN インターフェイスへの IP スペースの割り当て

	vFiler の管理
	vFiler の作成
	vFiler のセットアップ
	vFiler 用の CIFS サーバのセットアップ
	グループへの vFiler の割り当て

	集約の管理
	イニシエータ グループの管理
	イニシエータ グループの作成

	イニシエータの管理
	イニシエータの作成

	LUN の管理
	LUN の作成

	ボリュームの管理
	ボリュームの作成

	SnapMirror 関係の管理
	SnapMirror 関係の設定
	SnapMirror のスケジューリング

	QTree の管理とクォータの作成
	QTree の作成


	ONTAP アカウントのモニタリングとレポート作成
	ONTAP アカウントのモニタリングとレポート作成について
	ディスクについて
	ファイラの管理
	仮想マシンの管理
	インターフェイスの管理
	VLAN の作成

	IP スペースの管理
	IP スペースの作成

	vFiler の管理
	vFiler の作成
	vFiler のセットアップ
	vFiler 用の CIFS サーバのセットアップ

	集約の管理
	集約の作成

	イニシエータ グループの管理
	イニシエータ グループの作成
	イニシエータの作成

	LUN の管理
	LUN の作成

	ボリュームの管理
	ボリュームの作成
	CIFS 共有の作成
	CIFS 共有アクセスの設定

	SnapMirror 関係の管理
	SnapMirror 関係の設定
	SnapMirror 関係のスケジューリング

	SnapVault 関係の管理
	SnapVault 関係の作成
	SnapVault 関係のスケジュールとステータス履歴の表示

	QTree の管理とクォータの作成
	QTree の作成

	システム タスクの管理

	クラスタ モード アカウントのモニタリングとレポート作成
	クラスタ モード アカウントのモニタリングとレポート作成について
	クラスタ モード アカウントとノードについて
	ディスクについて
	論理インターフェイスの管理
	論理インターフェイスの作成

	ポートの設定
	インターフェイス グループの管理
	インターフェイス グループの作成

	VLAN の管理
	VLAN の作成

	集約の管理
	集約の作成

	SVM の管理
	SVM の作成
	SVM 内のボリュームの管理
	SVM 内のボリュームの作成

	ボリューム LIF の関連付けの管理
	LUN の管理
	LUN の作成

	Qtree の管理
	QTree の作成

	クォータの管理
	クォータの作成

	イニシエータ グループの管理
	イニシエータ グループの作成

	イニシエータの管理
	イニシエータの作成

	CIFS 共有の管理
	CIFS 共有の作成

	DNS の管理
	IP ホスト名の管理
	SIS ポリシーの管理
	SIS ポリシーの作成

	エクスポート ルールの管理
	エクスポート ルールの作成

	エクスポート ポリシーの管理
	スナップショット ポリシーの管理
	スナップショット ポリシーの作成

	ポート セットの管理
	WWPN エイリアスの管理

	FCP サービスの管理
	FCP サービスの作成

	SVM ピアの作成と管理
	クラスタ ピアの作成
	SnapMirror 関係および SnapVault 関係の管理
	SnapMirror 関係の作成

	SnapMirror ポリシーの管理
	SnapMirror ポリシーの作成

	スナップショット ポリシーの管理
	スナップショット ポリシーの作成

	「Managing Jobs」
	Cron ジョブ スケジュールの管理
	Cron ジョブ スケジュールの作成

	NFS サービスの管理
	NFS サービスの作成

	システム タスクの管理
	ルーティング グループ ルートの管理
	C モード ライセンスの管理
	クラスタへの C モード ライセンスの追加



